
平成３０年７月豪雨 

非常災害対策本部会議（第８回） 

議 事 次 第 

日時：平成 30年７月 16 日（月）10:00～ 

場所：官邸４階大会議室 

１． 開会 【内閣官房長官】 

２． 被害状況等報告 【内閣危機管理監】 

３． 各省庁の対応状況について 【各省大臣等】 

４． 内閣総理大臣発言 【内閣総理大臣】 

５． 閉会 【内閣官房長官】 
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平成３０年７月豪雨による被害状況及び消防機関等 

の対応状況について（第２８報）【概要版】 

  平成３０年７月１６日（月）６時４５分 

消 防 庁 災 害 対 策 本 部 

１ 被害状況 

＜人的被害＞ 

・死者 210名（岡山県 61名、広島県 99名、愛媛県 26名ほか）

・行方不明者 19名（奈良県 1名、岡山県 3名、広島県 15名）

※そのほか、連絡がとれない者の情報有り

＜住家被害＞ 

・全壊 361棟（岡山県 120棟、広島県 163棟、愛媛県 33棟ほか）

・半壊 247棟（岡山県 28棟、広島県 128棟、愛媛県 41棟ほか） 等

２ 避難指示（緊急）等の状況（15日 20時 00分現在） 

・岡山県 避難指示（緊急） 約１万１千世帯、約２万８千名

避難勧告  なし 

・広島県 避難指示（緊急）及び避難勧告等あわせて

約４万１千世帯、約９万３千名 

・愛媛県 避難指示（緊急） 138世帯、305名

避難勧告  13世帯、43名 等 

３ 避難所の状況（15日 20時 00分現在） 

・避難所数 227箇所

（岡山県 42箇所、広島県 89箇所、愛媛県 51箇所ほか） 

・避難者数 4,879名

  （岡山県 2,860名、広島県 1,233名、愛媛県 548名ほか） 

４ 緊急消防援助隊の活動 

・これまでに 23都府県から延べ約 2,000隊 8,300名、ヘリ 131機

が出動し、計 367名を救助

・昨日（15日）の主な動きは、

広島県で陸上大隊（三重、京都、大阪、兵庫、和歌山、鳥取、

島根、山口、徳島及び香川）が活動  等
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平成３０年７月豪雨による被害状況及び消防機関等 
の対応状況について（第２８報） 

（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。） 

平成３０年７月１６日（月）６時４５分 
消 防 庁 災 害 対 策 本 部 
※ 下 線 部 は 前 回 か ら の 変 更 点

１ 気象の状況（気象庁情報） 

・ ６月２８日以降の台風第７号や梅雨前線の影響により、西日本を中心に全国的に広い範囲で

発生した豪雨については、「平成３０年７月豪雨」と命名（７月９日）

・ 晴れて暑い日（最高気温３０度以上）が続き、１８日頃にかけて最高気温が３５度以上の猛暑

日となるところもある見込み

２ 被害状況 

人的・建物被害 

※そのほか、連絡がとれない者の情報有り

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

北海道 1 7 121 3

秋田県 1

福島県 9

神奈川県 1 1

富山県 2 1

石川県 9

福井県 3 15

長野県 1 1 18

岐阜県 1 1 2 3 3 115 401 762 1

静岡県 4

滋賀県 1 1

京都府 5 1 6 1 12 7 51 500 2,104

大阪府 2 1 9 7 25 8

兵庫県 2 2 8 5 5 22 100 541

奈良県 1 1 1 20

和歌山県 1 2 1 47 192 11

鳥取県 3 8 52

島根県 2 227 77 2

岡山県 61 3 5 48 120 28 41 5,160 6,110

広島県 99 15 23 60 163 128 389 1,295 2,392

山口県 3 1 8 7 9 27 338 479

徳島県 4 3 14

香川県 3 8 1 7

愛媛県 26 3 6 2 33 41 13 861 940

高知県 3 1 4 8 27 221 618

福岡県 4 6 14 7 8 113 690 2,150 3 7

佐賀県 2 1 4 2 4 4 33 227 1

長崎県 10 1 4 4 18 1

熊本県 1 3 4 3 70 2 4

大分県 1 3 2 1 3 12 1

宮崎県 1 1

鹿児島県 2 1 1 5 3 1

沖縄県 5

210 19 48 180 3 361 247 861 9,909 16,984 6 40

都道府県名

人　的　被　害 住　　家　　被　　害 非住家被害

死者
行　方
不明者

負 傷 者
その他

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物

合　計

全壊 半壊
一部
破損
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《死者の状況》 
【岐阜県】 
・関市で男性が１名死亡

【滋賀県】 
・高島市で７０歳代男性が水路に転落し、死亡

【京都府】 
・亀岡市で５０歳代女性が死亡
・綾部市で土砂崩れにより７０歳代女性、３０歳代男性、８０歳代男性が死亡
・舞鶴市で土砂崩れに巻き込まれ行方不明になっていた６０歳代男性が死亡

【兵庫県】 
・猪名川町で５０歳代男性が、水路に流され、死亡
・宍粟市で６０歳代男性が、土砂崩れにより、死亡

【岡山県】 
・笠岡市で土砂災害で４０歳代男性、５０歳代男性が死亡
・笠岡市で男性が死亡
・井原市で土砂崩れにより４０歳代女性が死亡
・井原市で１名死亡
・総社市で８０歳代男性が死亡
・総社市で６０歳代男性が２名死亡
・総社市で１名死亡
・倉敷市で男性１８名、女性２７名の計４５名が死亡
・倉敷市で７０歳代男性が死亡
※その他確認中

【広島県】 
・安芸高田市で５０歳代男性が、川に流され、死亡
・熊野町で土砂崩れにより、死亡
・東広島市で男性が、川に流され、死亡
・東広島市で５０歳代男性が死亡
・三原市で土砂崩れにより、死亡
・府中市で土砂崩れにより、死亡
・竹原市で７０歳代男性が死亡
・竹原市で５０歳代女性、６０歳代女性が死亡
・福山市で側溝で倒れた方の死亡を確認
・三原市で土砂災害により４名死亡
・東広島市で２名死亡
・東広島市で４０歳代女性と７０歳代女性が死亡
・東広島市で男性死亡
・東広島市で男性死亡
・東広島市で女性死亡
・福山市で女児死亡
・坂町で死者２名
・東広島市で死亡
・東広島市で３０歳代男性が死亡
・三原市で死亡
・尾道市で８０歳代男性が死亡
・呉市で家屋が倒壊し、土砂流入により３名死亡
・呉市で土砂流入により死亡
・呉市で死亡
・呉市で土砂が崩れ死亡
・呉市で建物に土砂流入し、死亡
・呉市で土砂流入により死亡
・広島市で５０歳代女性が土砂崩れにより、死亡
・広島市で土砂崩れにより、２名死亡
・広島市で３名死亡
・広島市で家屋が倒壊し、１名死亡
※その他、確認中

【山口県】 
・周南市で女性が土砂崩れにより、死亡
・岩国市で７０歳代女性が土砂崩れにより、死亡
・岩国市で８０歳代男性が土砂崩れにより、死亡

【愛媛県】 
・大洲市で９０歳代女性が土砂崩れにより、死亡
・松山市で女性１名と子供２名が土砂崩れにより、死亡
・宇和島市で７０歳代男性が土砂に埋まり、１名死亡
・宇和島市吉田町で４０歳代女性、男児、６０歳代女性が土砂災害により、死亡
・宇和島市で土砂による住家倒壊で５０歳代女性と７０歳代女性、８０歳代男性が死亡
・宇和島市で６０歳代男性が死亡
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・今治市で４０歳代女性が死亡
・今治市で土砂崩れにより住家が崩壊し、女性が１名死亡
・西予市で８０歳代男性が死亡
・西予市で７０歳代女性が死亡
・西予市で７０歳代男性が河川に流され死亡
・西予市で８０歳代女性を自宅の倉庫内で発見し、死亡を確認
・西予市で５０歳代男性を田んぼで発見し、死亡を確認
・大洲市菅田地区で７０歳代男性が死亡
・大洲市森山地区で７０歳代男性が死亡
・宇和島市で７０歳代男性が死亡
・大洲市で４０歳代女性が水路に車ごと転落し、死亡
・宇和島市で７０歳代女性が土砂に巻き込まれ、死亡
・宇和島市で６０歳代男性が土砂に埋まり、死亡
・松山市で６０代男性が死亡

【高知県】 
・大月町で土砂災害により、２名死亡
・香南市で４０歳代男性が乗った車が流され、死亡

【福岡県】  
・福岡市で８０歳代女性が、風にあおられ高所から転落し、死亡
・筑紫野市で６０歳代女性が死亡
・北九州市で１名死亡
・北九州市で土砂崩れにより家が潰れ６０歳代女性が死亡

【佐賀県】 
・伊万里市の福祉作業所で所在不明であった２０歳代男性が死亡
・佐賀市で行方不明となっていた８０歳代女性が死亡

【宮崎県】 
・小林市で６０歳代男性が、増水した川に転落し、死亡

【鹿児島県】 
・鹿児島市で２名死亡

《行方不明者の状況》（詳細確認中） 
【奈良県】 
・大和郡山市で６０歳代男性が田の様子を確認に行ったが、帰宅せず、現在捜索中

【岡山県】 
・高梁市で６０歳代男性が行方不明
・新見市で６０歳代男性が行方不明
・鏡野町で６０歳代男性が行方不明

【広島県】 
・広島市で７名が行方不明
・熊野町で１名が行方不明
・坂町で２名が行方不明
・呉市で３名が行方不明
・東広島市で１名が行方不明
・安芸高田市で１名が行方不明

《その他連絡が取れない者の状況》詳細確認中 
【愛媛県】 
・鬼北町で女性１名
・大洲市で男性１名

３
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３ 避難指示（緊急）等の状況（７月１５日２０時００分時点） 

※広島県については、避難指示（緊急）（3地区）、避難勧告（20 地区）及び避難準備・高齢者等避難

開始（9地区）を合算して 41,204 世帯、92,886 名に発令

４ 避難所の状況（７月１５日２０時００分時点） 

５ 地方公共団体における災害対策本部の設置状況 

【岐阜県】 ６月２９日 １６時５５分 災害対策本部設置（継続設置） 

【愛知県】 ７月 ５日  ０時３７分 災害対策本部設置 

→７月 ８日 １３時２５分 廃止

市 町 村 世帯数 人数 市 町 村 世帯数 人数

長野県 1 9 18

京都府 3 46 96 2 1 13 30

大阪府 2 10 24 1 7 24

兵庫県 1 121 260 1 25 44

和歌山県 1 2 5

鳥取県 1 5 16

岡山県 2 1 11,097 27,786

広島県 1 1 確認中 確認中 2 3 確認中 確認中

徳島県 1 1 3

香川県 1 2 21 58 1 17 34

愛媛県 2 138 305 1 13 43

福岡県 1 1 32 69

長崎県 1 12 19

合　計 16 5 1 11,492 28,654 9 4 77 180

都道府県
避難指示（緊急） 避難勧告

都道府県名 避難所数 避難者数
長野県 2 18
岐阜県 1 1
京都府 5 68
大阪府 4 8
兵庫県 8 45

和歌山県 2 2
島根県 2 16
岡山県 42 2,860
広島県 89 1,233
山口県 3 10
徳島県 1 4
香川県 1 3
愛媛県 51 548
高知県 7 14
福岡県 8 41
佐賀県 1 8
計 227 4,879
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【三重県】 ７月 ７日 １時４７分 災害対策本部設置 

→７月 ８日 １０時３７分 廃止

【京都府】 ６月１８日 １０時００分 災害対策本部設置（大阪府北部を震源とする地震か

らの継続設置） 

【鳥取県】 ７月 ６日 １９時４０分 災害対策本部設置 

→７月 ９日 １０時００分 廃止

【岡山県】 ７月 ６日 １６時３０分 災害対策本部設置 

【広島県】 ７月 ５日 １７時１５分 災害対策本部設置 

【愛媛県】 ７月 ７日 ７時００分 災害対策本部設置 

【高知県】 ７月 ５日 １４時００分 災害対策本部設置 

【福岡県】 ７月 ６日 ９時００分 災害対策本部設置 

→７月１３日 １７時３０分 廃止

６ 地元消防機関等の対応 

  被災地では地元消防機関（消防吏員・消防団員）により救助等の活動を実施 

岡山県をはじめとする消防防災ヘリコプターにより、救助活動及び情報収集活動を実施 

７ 緊急消防援助隊の活動体制（※詳細は別紙のとおり） 

《活動人員規模》 

県名 部隊 
活動体制 

活動期間 
７月 1 日 延べ活動人員 

岡山 

陸上 － 約 480 隊約 1,930 名 ７月６日 ～ 12 日 計７日間 

航空 

(ヘリ)
３機約 10 名 42 機 250 名 ７月６日 ～ 活動中 

広島 

陸上 約 130 隊約 520 名 約 1,360 隊約 5,510 名 ７月６日 ～ 活動中 

航空 

(ヘリ)
８機約 40 名 71 機 438 名 ７月６日 ～ 活動中 

愛媛 

陸上 － 約 10 隊約 40 名 ７月８日 ～ ９日 計２日間 

航空 

(ヘリ)
１機約 10 名 10 機 70 名 ７月８日 ～ 活動中 

高知 
航空 

(ヘリ)
１機約 10 名 ８機 71 名 ７月９日 ～ 活動中 

合計 

陸上 約 130 隊約 520 名 約 1,860 隊約 7,480 名 

航空 

(ヘリ)
13 機約 70 名 131 機約 820 名 
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《救助実績》 

県名 陸上 航空 合計 

岡山 ２２０名 ３１名 ２５１名 

広島 ３７名 ７６名 １１３名 

愛媛 ２名 ０名 ２名 

高知 ０名 １名 １名 

合計 ２５９名 １０８名 ３６７名 

８ 消防庁の対応 

７月２日 １３時３０分 関係省庁災害警戒会議に応急対策室地域情報把握専門官が出席 

１６時４１分 全都道府県、指定都市に対し「平成３０年台風第７号警戒情報」を 

発出 

７月３日 １１時３０分 応急対策室長を長とする消防庁災害対策室を設置（第１次応急体制） 

７月５日 １５時３０分 関係省庁災害警戒会議に応急対策室長が出席 

７月５日 １６時５４分 全都道府県、指定都市に対し「低気圧と梅雨前線による大雨警戒情

報」を発出 

７月６日 ９時００分 国民保護・防災部長を長とする消防庁災害対策本部へ改組（第２次

応急体制） 

１４時３０分 関係省庁災害対策会議に応急対策室長が出席 

２０時３０分  消防庁長官を長とする消防庁災害対策本部へ改組（第３次応急体制） 

２１時００分 広島県へ消防庁職員４名派遣を決定 

７月７日 ６時３０分 広島県へ消防庁職員２名派遣を決定 

８時００分 広島県へ派遣していた２名の派遣先を岡山県へ変更 

９時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

９時００分 倉敷市消防局へ消防庁職員１名派遣を決定 

１０時００分 関係閣僚会議に総務大臣が出席 

１０時３０分 広島ヘリポートへ消防庁職員１名派遣を決定 

７月８日 ８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

９時００分 広島県へ派遣していた２名の派遣先を愛媛県へ変更 

９時００分 岐阜県へ消防庁職員２名派遣を決定 

９時００分 倉敷市消防局へ消防庁職員２名派遣を決定 

９時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

１８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月９日 ８時０５分 政府調査団として、国民保護運用室長を岡山県に派遣 

８時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

９時４５分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

２１時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１０日 ８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

８時５０分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

１６時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１１日 ９時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

１３時００分 広島県へ消防庁職員３名派遣（うち２名は総務省併任）を決定 

１７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１２日 ７時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

９時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

１６時３０分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

３
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７月１３日 ７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

８時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

１８時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１４日 ８時４５分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

１０時００分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

１６時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

７月１５日 ７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

８時１５分 非常災害対策本部会議に総務大臣が出席 

１０時００分 広島県へ消防庁職員１名派遣を決定 

１７時００分 関係省庁局長級会議に消防庁次長が出席 

問い合わせ先 

  消防庁災害対策本部 広報班 

ＴＥＬ  03-5253-7513 

  ＦＡＸ 03-5253-7553 

３
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【平成３０年７月１６日 ０６ ００現在】 

※ 部は からの

緊急消防援助隊の活動等 

７月６日 
  １９時５０分 消防庁から愛 県、 県、大阪府、島根県、山口県、徳島県、香

川県及び愛媛県に対し、緊急消防援助隊の出動 隊数の報告及び出
動 を  

２０時３０分 広島県 から消防庁 に対し、緊急消防援助隊の応援要  
２１時０５分 消防庁から三重県、奈良県に対し、緊急消防援助隊の出動 隊数

の報告及び出動 を  
２１時１０分 消防庁から和歌山県に対し、緊急消防援助隊の出動 隊数の報告

及び出動 を  
２１時２０分 消防庁 から大阪府 に対し、緊急消防援助隊の広島県 の出

動を  
２１時５０分 消防庁 から愛 県 に対し、緊急消防援助隊の広島県 の出

動を  
２２時１５分 大阪 消防 及び 消防 の指 援隊が広島県に 出動 
２２時５５分 消防庁 から山口県 に対し、緊急消防援助隊の広島県 の出

動を  
２３時１０分 名 消防 の指 援隊が広島県に 出動 
２３時３５分 消防庁 から徳島県 及び香川県 に対し、緊急消防援助隊

（ 隊）の広島県 の出動を  
２３時３６分 大阪府大隊（ 機動部隊）が し、広島県に 出動 
２３時３７分 山口県大隊が広島県に 出動 

７月７日 
 ０時５４分 愛 県大隊が し、広島県に 出動 
 ３時００分 山口県大隊が 出 （広島県消防 ）に  
５時１７分 消防庁 から 岡県 及び 県 に対し、緊急消防援助隊

（ 隊）の広島県 の出動を  
７時００分 消防庁 から 県 、奈良県 、三重県 及び和歌山県

に対し、緊急消防援助隊の広島県 の出動を  
７時１５分 広島県から消防庁に、緊急消防援助隊の 隊要  
７時２５分 岡 消防ヘリが広島県に 出動 
７時３０分 山口県大隊が広島 の 災害現 で活動  
８時００分 消防庁 から島根県 に対し、緊急消防援助隊の広島県 の出

動を  
８時３０分 岡山県 から消防庁 に対し、緊急消防援助隊の応援要  
８時４２分 島根県大隊が広島県に 出動 
８時５０分 名 消防 の指 援隊及び愛 県大隊は、岡山県に出動 を

 
８時５５分 大阪 消防 の指 援隊が 広島 消防 に 、活動  
９時００分 消防庁から 京都、愛 県、奈良県及び鳥取県に対し、緊急消防援

助隊（ 隊）の出動 隊数報告及び出動 を  
９時３５分 県防災ヘリが広島県に 出動 

１１時１０分 消防庁 から 京都 、愛 県 、奈良県 及び鳥取県
に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の岡山県 の出動を  

１１時２０分 県大隊が し、岡山県に 出動 
１１時４０分 奈良県大隊が し、岡山県に 出動 
１１時４３分 愛媛県 から消防庁 に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の

応援要  
１１時２８分 名 消防 の指 援隊が岡山県庁に 、活動  
１２時２０分 消防庁 から山口県 に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の

広島県 の出動を  
１２時３０分 消防庁から 本県に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の出動

隊数報告及び出動 を  
１２時３８分 香川県防災ヘリが広島県に 出動 
１２時４４分 奈良県防災ヘリが岡山県に 出動 
１２時５０分 京消防庁ヘリが岡山県に 出動 
１３時１５分 消防庁から大分県、 県及び 奈川県に対し、緊急消防援助隊

（ 隊）の出動 隊数報告及び出動 を  

 ３
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１３時３０分 愛 県大隊が の災害現 に 、活動  
１３時３０分 山口県防災ヘリが広島県に 出動 
１３時３０分 消防庁 から 本県 及び大分県 に対し、緊急消防援助隊

（ 隊）の岡山県 の出動を  
１４時３０分 消防庁から 県に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の出動

隊数報告及び出動 を  
１４時３３分 徳島県防災ヘリが広島県に 出動 
１４時５０分 大阪府 機動部隊が、広島県消防 に 、活動  
１５時１１分 奈良県防災ヘリが岡山県に 出動 
１５時５０分 消防庁 から 奈川県 及び 県 に対し、緊急消防援助

隊（ 隊）の愛媛県 の出動を  
１５時５８分 大分県防災ヘリが岡山県に 出動 
１６時０９分 大阪府大隊が 広島 に 、活動  
１６時３０分 三重県大隊及び和歌山県大隊に対し、出動の を連絡 
１７時１０分 本県防災ヘリが岡山県に 出動 
１８時４５分 県大隊が の災害現 に 、活動  
１９時００分 奈良県大隊が の災害現 に 、活動  

７月８日 
５時４１分 消防ヘリが愛媛県に 出動 
９時０４分 名 消防ヘリが岡山県に 出動 
９時２３分 鳥取県防災ヘリが岡山県に 出動 

１０時００分 県防災ヘリが愛媛県に 出動 
１１時００分 消防庁から香川県に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の出動

隊数の報告及び出動 を  
１２時３０分 徳島県防災ヘリの を  
１３時３９分 消防庁 から 県 に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の

広島県 の出動を  
１４時２７分 県防災ヘリが広島県に 出動 
１４時３０分 愛媛県 から消防庁 に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の

応援要  
１４時３０分 消防庁 から香川県 に対し、緊急消防援助隊（陸上部隊）の

愛媛県 の出動を  
１６時０４分 香川県大隊が愛媛県に 出動 
１７時００分 災害に る緊急消防援助隊の出動について、消防庁 の指示

による のと る を 出 
２１時５１分 香川県大隊が 和島 に 、活動  

７月９日 
８時００分 県 から消防庁 に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の

応援要  
８時１０分 消防庁 から 県 に対し、緊急消防援助隊（ 隊）の

県 の部隊 動を指示 
８時３０分 消防庁から兵庫県に対し、緊急消防援助隊（ 援隊）の出動

隊数の報告及び出動 を  
８時４０分 消防庁 から兵庫県 に対し、緊急消防援助隊（ 援隊）

の 県 の出動の指示 
８時５９分 県防災ヘリが 県 出動 

  １２時３０分 兵庫県の 援隊が 県に 出動 
  １４時００分 京消防庁ヘリの を  
  １８時０６分 香川県大隊の を  

７月１０日 
 １９時００分 消防庁から三重県、京都府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、香川県、

徳島県及び 岡県に対し、緊急消防援助隊の出動 隊数の報告及び
出動 を  

７月１１日 
  １１時１１分 兵庫県の 援隊の を  

１５時００分 消防庁 から鳥取県 及び大分県 に対し、緊急消防援助隊
（ 隊）の広島県 の部隊 動を指示 

３
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７月１２日 
９時００分 消防庁 から三重県 、京都府 、兵庫県 、和歌山県

、鳥取県 、香川県 及び徳島県 に対し、緊急消防援助隊
（陸上部隊）の広島県 の出動を指示

  ９時３３分 三重県大隊が し、広島県に 出動 
 １０時００分 名 消防 の指 援隊、愛 県大隊、 県大隊及び奈良県

大隊の を  
１０時３３分 和歌山県大隊が し、広島県に 出動 

  １０時３５分 香川県大隊が し、広島県に 出動 
１０時４０分 京都府大隊が し、広島県に 出動 
１０時４０分 徳島県大隊が し、広島県に 出動 
１１時４０分 兵庫県大隊が し、広島県に 出動 
１４時１０分 鳥取県大隊が し、広島県に 出動 
１６時４３分 香川県大隊が広島県に 、活動  
１８時５３分 徳島県大隊が広島県に 、活動  
１８時５６分 兵庫県大隊が広島県に 、活動  
１８時５６分 鳥取県大隊が広島県に 、活動  
２０時４０分 京都府大隊が広島県に 、活動  
２１時２１分 三重県大隊が広島県に 、活動  
２１時３０分 和歌山県大隊が広島県に 、活動  

  ７月１５日 
  １２時００分 島根県大隊の を  

３
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平成３０年７月１６日 

防  

 

平成３０年７月豪雨に る 隊の災害 について 

（０７時００分現在） 
※数 等は 報 であり、 わることがある  

※ 部は、 報告からの 箇所 

 

１ 防 ・ 隊の対応 

（１）防衛省の体制 

  【７月６日（金）】 

   １３時５８分 防衛省災害対策連絡室設置 

  【７月７日（土）】 

   １０時２０分 防衛省災害対策室設置 

   １０時３０分 防衛省関係幹部会議を開催 

  【７月８日（日）】 

   ０８時００分 防衛省災害対策本部設置 

   ０９時４０分 防衛省災害対策本部会議を開催 

  【７月９日（月）】 

   １０時３０分 防衛省災害対策本部会議を開催 

【７月１０日（火）】 

   １０時００分 防衛省災害対策本部会議を開催 

【７月１２日（木）】 

 ０９時５０分 防衛省災害対策本部会議を開催 

【７月１３日（金）】 

 ０８時５５分 防衛省災害対策本部会議を開催 

  【７月１４日（土）】 

   １０時４０分 防衛省災害対策本部会議を開催 

  【７月１５日（日）】 

   ０８時５５分 防衛省災害対策本部会議を開催 

 

（２）活動規模  人 員  約３３，１００名 

艦 船  ２６隻（民間船舶「はくおう」１隻を含む） 

航空機  ３８機 

Ｌ Ｏ  最大７４箇所に約３００名を派遣 

 

（３）活動部隊   陸 自  第７普通科連隊（福知山）、第３７普通科連隊（信太山）、第５０普通科連隊

（高知）、第４０普通科連隊（小倉）、第４師団司令部（福岡）、第４施設大

隊（大村）、第２高射特科団（飯塚）、中部方面後方支援隊（桂）、第１３旅

団司令部（海田市）、第４６普通科連隊（海田市）、第４７普通科連隊（海田

市）、第４９普通科連隊（豊川）、第１３飛行隊（防府）、第１４普通科連隊

（金沢）、第１０特科連隊（豊川）、第１０施設大隊（春日井）、第１３特科

隊（日本原）、第３０５施設隊（三軒屋）、中部方面航空隊（八尾）、中部方

５ 



面特科隊（松山）、第１７普通科連隊（山口）、第３特科隊（姫路）、第２施

設群（飯塚）、第９施設群（小郡）、第１４施設隊（徳島）、第１４飛行隊（

北徳島）、第１５即応機動連隊（善通寺）、中部方面ヘリコプター隊（八尾）

、第１４後方支援隊（善通寺）、第３後方支援連隊（千僧）、第１４特殊武器

防護隊（善通寺）、第１４高射特科隊（松山）、第８高射特科群（青野原）航

空学校（明野）、需品学校（松戸）、自衛隊京都地方協力本部、自衛隊高知地

方協力本部、自衛隊福岡地方協力本部、自衛隊広島地方協力本部、自衛隊岡山

地方協力本部、自衛隊愛媛地方協力本部、自衛隊山口地方協力本部、自衛隊兵

庫地方協力本部、自衛隊佐賀地方協力本部、自衛隊大分地方協力本部 

            海 自  呉地方総監部（呉）、呉警備隊（呉）、呉基地業務隊（呉）、呉教育隊（呉）

、呉造修補給所（呉）、呉弾薬整備補給所（呉）、呉音楽隊（呉）、呉衛生隊

（呉）、舞鶴地方総監部（舞鶴）、舞鶴警備隊（舞鶴）、舞鶴基地業務隊（舞

鶴）、舞鶴教育隊（舞鶴）、舞鶴造修補給所（舞鶴）、舞鶴弾薬補給所（舞鶴

）、舞鶴音楽隊（舞鶴）、舞鶴衛生隊（舞鶴）、第４護衛隊群（呉）第１潜水

隊群（呉）、第１輸送隊（呉）、第１海上補給隊（横須賀）、第２３航空隊（

舞鶴）、第１掃海隊（佐世保）、第３掃海隊（呉）、第４４掃海隊（舞鶴）、

潜水艦教育訓練隊（呉） 

            空 自  第１高射群（入間）、第２高射群（春日）、第４高射群（岐阜）、第３移動警

戒隊（春日）、西部航空警戒管制団（春日）、土佐清水通信隊（土佐清水）、

警戒航空隊（浜松）、偵察航空隊（百里）、小松救難隊（小松）、浜松救難隊

（浜松）、救難教育隊（小牧）、芦屋救難隊（芦屋）、春日ヘリコプター空輸

隊（春日）、第３輸送航空隊（美保）、第１２飛行教育団（防府北）、航空教

育隊（防府南） 

 

（４）活動実績 

活動内容 主な活動場所 実 績 

人命救助、孤立者

救助 

福岡県北九州市、飯塚市、筑前町、高知県四万

十市、広島県広島市、海田町、熊野町、東広島

市、呉市、竹原市、三原市、東広島市、尾道市

、岡山県高梁市、倉敷市、井原市、総社市、京

都府綾部市、舞鶴市、愛媛県宇和島市、大洲市

、今治市、西予市、怒和島、山口県岩国市、兵

庫県宍粟市 

2,277名 

給水支援 広島県江田島市、呉市、尾道市、三原市、坂町

、岡山県高梁市、新見市、倉敷市、愛媛県西予

市、宇和島市、大洲市、松山市、上島町、高知

県宿毛市、大月町 

10,199.5トン 

入浴支援 広島県呉市、広島市、三原市、尾道市、坂町、

江田島市、竹原市、岡山県倉敷市、新見市、愛

媛県大洲市、宇和島市 

34,746名 

給食支援 愛媛県宇和島市 約5,090食 

物資輸送 高知県香南市、香美市、安芸市、愛媛県大洲市 水：約122,032本 



、広島県呉市、三原市、岡山県倉敷市 食料：約67,991食 

燃料：約125.5キロ

リットル 

その他：扇風機等 

水防活動 

（土のう作成） 

京都府京都市、高知県安芸市 約5,200袋 

道路啓開 高知県宿毛市、大月町、愛媛県西予市、愛媛県

宇和島市、岡山県倉敷市 

約32キロメートル 

がれき処理等 岡山県倉敷市、愛媛県大洲市 トラック540台分 

 

 

２ 災害 要 等 

【７月６日（ ）】 

  京都府 

平成３０年７月５日（木）以降、京都府内の河川が増水し、氾濫危険水位に達している状

況である。このため、６日（金）０１時１０分、京都府知事から陸上自衛隊第７普通科連隊

長に対し、水防活動（堤防補強のための土嚢積み）に係る災害派遣要請があった。 

（平成３０年７月６日０７時０５分、水防作業が終了したことにより、京都府知事から撤

収要請を受け、水防活動を終了。） 

 

  県 

平成３０年７月６日（金）、高知県内の河川が堤防を越水し、高知県安芸
あ き

市で孤立者が発

生したことから、同日０３時３０分、高知県から陸上自衛隊第５０普通科連隊長に対し、孤

立者の救助等に係る災害派遣要請があった。 

 

 岡県 

平成３０年７月６日（金）、福岡県北九州市で土砂崩れが発生し、民家に土砂が流れ込み

２名が行方不明となった。このため、同日０９時５６分、福岡県知事から陸上自衛隊第４師

団長に対し、人命救助に係る災害派遣要請があった。新たに同県飯塚市において孤立者の救

助、同県筑前町において孤立者の救助等の追加要請があった。 

（平成３０年７月９日（日）０８時２４分、行方不明者が発見されたことから、福岡県知

事から撤収要請を受け、人命救助活動を終了。） 

 

  京都府 

平成３０年７月６日（金）、京都府内の河川が増水し、氾濫危険水位に達したため、同日

、京都府知事から陸上自衛隊第７普通科連隊長に対し、水防活動（堤防補強のための土嚢積

み）に係る災害派遣要請があり、水防活動を実施し、活動を終了。その後上流ダムの放水に

より、更に水防活動が必要になったことから、同日１８時３５分、京都府知事から第７普通

科連隊長に対し、水防活動に係る災害派遣要請があった。 

（同日２３時３０分、水防作業が終了したことにより、京都府知事から撤収要請を受け、

水防活動を終了。） 

 



広島県 

平成３０年７月６日（金）、広島県で土砂崩れが発生し、民家に土砂が流れ込み数名が行

方不明となった。このため、同日２１時００分、広島県知事から陸上自衛隊第１３旅団長に

対し、人命救助に係る災害派遣要請があった。 

 

  岡山県 

平成３０年７月６日（金）、岡山県高梁市で孤立者が発生したことから、同日２３時１１

分、岡山県知事から陸上自衛隊第１３旅団長に対し、人命救助に係る災害派遣要請があった

。 

 

 【７月７日（ ）】 

  京都府 

 ア 平成３０年７月７日（土）、京都府綾部市上杉町で土砂崩れが発生し、民家に土砂が

流れ込み数名が行方不明となった。このため、同日０６時１０分、京都府知事から陸上

自衛隊第７普通科連隊長に対し、人命救助に係る災害派遣要請があった。 

  （平成３０年７月８日（日）１７時０５分、行方不明者が発見されたことから、京都府

知事から撤収要請を受け、人命救助活動を終了。） 

イ 平成３０年７月７日（土）、京都府舞鶴市城屋で土砂崩れが発生し、民家に土砂が流

れ込み数名が行方不明となった。このため、本日０９時４２分、京都府知事から海上

自衛隊舞鶴地方総監に対し、人命救助に係る災害派遣請があった。 

 （平成３０年７月１２日（木）１０時０２分、発見された行方不明者の身元が確認され

たことから、京都府知事から撤収要請を受け、人命救助活動を終了。） 

 

  愛媛県 

平成３０年７月７日（土）、愛媛県怒和島で土砂崩れが発生し、民家に土砂が流れ込み数

名が行方不明となった。このため、同日０６時１０分、愛媛県知事から陸上自衛隊中部方面

特科隊長に対し、人命救助に係る災害派遣要請があった。 

 

山口県 

平成３０年７月７日（土）、山口県岩国市周東町獺越で土砂崩れが発生し、民家に土砂が

流れ込み数名が行方不明となった。このため、同日０７時３５分、山口県知事から陸上自衛

隊第１３旅団長に対し、人命救助に係る災害派遣要請があった。 

（同日１４時５５分、行方不明者が発見されたことから、山口県知事から撤収要請を受け

、人命救助活動を終了。） 

        

【７月８日（日）】 

 兵庫県 

平成３０年７月８日（日）、兵庫県宍粟市で土砂崩れが発生し、民家に土砂が流れ込み数

名が行方不明となった。このため、同日０５時００分、兵庫県知事から陸上自衛隊第３特科

隊長に対し、人命救助に係る災害派遣要請があった。 

（同日１７時４５分、行方不明者が発見されたことから、兵庫県知事から撤収要請を受け

、人命救助活動を終了。） 



３ 応  

【７月１１日（水）】 

１７時５１分 即応予備自衛官の災害等招集命令に係る内閣総理大臣の承認（閣議決定）

を受けて、防衛大臣から中部方面総監に対し、「平成３０年７月豪雨に対す

る即応予備自衛官の災害等招集命令の実施及び出頭した即応予備自衛官の受

入れに関する自衛隊行動命令」を発出。 

【７月１２日（木）】 

 招集された即応予備自衛官については、広島県東広島市において、住民

の方々への診療に対する支援などの生活支援活動を開始 

４ は を活 し 援について 

被災された方々への支援の一環として、防衛省がＰＦＩ方式により契約している民間船舶

「はくおう」を活用し、７月１５日（日）（入浴時間：１４時３０分から２３時００分）か

ら、尾道糸崎港糸崎地区（広島県三原市）において、入浴サービス等を実施。 

【７月１５日（日）】 

  計８６５名の方にお越しいただき、入浴サービスの提供、洗濯・乾燥機の利用や飲み物の提

供、陸自音楽隊による船内カフェテリアでの慰問演奏等を実施。 



 

平成３０年７月豪雨に る 隊の災害 の概要（３０ ７ １６ ００００現在） 

 

日時 県 活動の概要 

7/15（日） 広島県 

行方不明者捜

索 

広島市 

熊野町 

呉市 

坂町 

第３７普通科連隊、第４６普通科連隊、第４７普通科

連隊、第４９普通科連隊、第１５即応機動連隊が行方

不明者捜索を実施。 

坂町及び呉市において行方不明者２名発見。 

入浴支援 

呉市 

広島市 

尾道市 

三原市 

江田島市 

坂町 

竹原市 

東部方面後方支援隊、中部方面後方支援隊、第１・４

・７・８・９・１０後方支援隊、呉地方隊（「かが」

「いなづま」「さざなみ」「ちはや」「とわだ」「し

もきた」）が入浴支援（４，９９５名）を実施 

 

三原市尾道糸崎港においてチャーター船「はくおう」

による入浴支援（８６５名）を実施 

即応予備自衛官２０６名招集完了（内１９７名活動中

が竹原市、東広島市、広島市及び呉市において生活支

援を実施） 

給水支援 

呉市 

江田島市 

坂町 

尾道市 

三原市 

第５・３７・４７普通科連隊、第１・４・８・１３後 

方支援隊、中部方面後方支援隊、第８高射特科群、 

呉地方隊、第３掃海隊、幹部候補生学校、第２高射 

群、第３術科学校及び第４術科学校等が給水支援 

（約１，７９０．１トン）を実施     

尾道寺崎港における「ぶんご」、「なおしま」「ゆげ

しま」による給水支援は昨日をもって終了 

瓦礫等除去 

広島市 

東広島市 

海田町 

熊野町 

呉市 

江田島市 

４１普通科連隊、１２普通科連隊、１５即応機動連

隊、８施設大隊の増援部隊（約１，７００名）をもっ

て広島市安芸区、東広島市、呉市、海田町、熊野町の

瓦礫等除去を実施 

３０４施設隊（約２０名、３両、重機１両）が熊野北

農道において瓦礫等除去を実施 

３７０施設隊（約２０名、５両、重機１台）が呉市中

畑川決壊堤防に対する応急処置を実施 

呉教育隊学生（約４０名）が呉市安浦地区における土

砂撤去を実施 

海上自衛隊第１術科学校及び幹部候補生学校（約２０

０名）が江田島市内において瓦礫等除去を実施 

物資輸送 
三原市 

呉市 

第３輸送航空隊（Ｃ－２×１）により入間基地～広島

空港と中部方面輸送隊（特大×６）により広島空港～

防災航空センターへ被災者支援生活チームの物資輸送

（水等２０９３箱）を実施 

第８高射群（中型×２）により呉市役所～安浦市民セ

ンターへ物資輸送（カップ麺１０００食等）を実施 

第８高射群（中型×１）により呉市役所～音戸市民セ

ンターへ物資輸送（紙おむつ４箱等）を実施 

 

  

  

 

  

   

   

  

 

 

 

 

   

   

 

  



岡山県 

給水支援 

倉敷市 

高梁市 

新見市 

第３後方支援連隊、第１０特科連隊及び第１３特科隊

が給水支援（約１８トン）を実施                  

入浴支援 
倉敷市 

新見市 

第３後方支援連隊が倉敷市（真備総合公園及び第二福

田小学校）及び新見市（草間市民センター）で入浴支

援（３１９名）を実施                  

瓦礫等除去 倉敷市 

第１０特科連隊及び第１３特科隊、第７施設群及び第

３施設大隊（約３００名、ダンプ×７、重機×１２、

水トレ×２）が、真備地区における瓦礫等除去（ダン

プ１３５両分）を実施 

防疫支援 倉敷市 
広域防疫隊（約１０名、９４式除染装置及び除染車３

号）が真備町において、公共施設の防疫活動を実施 

愛媛県 

道路啓開等 
宇和島市 

西予市 

第１４施設隊が、吉田町荒巻及び鶴間川、中部方面特

科隊が、倉知地区の道路啓開等（約９７５ｍ）を実施   

給水支援 

宇和島市 

西予市 

大洲市 

上島町 

第２師団、第７師団、第５旅団、第１１旅団、第１５

即応機動連隊、第１４高射隊、第１４施設隊、中部方

面特科隊、第１４後方支援隊、第１４通信隊、第１４

偵察隊及び西部航空警戒管制団等が給水支援（約９２

．５トン）を実施                

入浴支援 

大洲市 

宇和島市 

西予市 

第２師団、第５旅団、第１１旅団及び第１４後方支援

隊が４箇所において入浴支援（１，２０２名）を実施 

給食支援 宇和島市 

第１４後方支援隊が吉田公民館及びＪＡえひめ南本所

玉津共同選果場の２箇所において給食支援（約１，２

００食）を実施 

防疫支援 宇和島市 
第１４高射隊が、吉田町の防疫作業を５，０００㎡実

施 

瓦礫等除去 

大洲市 

宇和島市 

西予市 

中部方面特科隊（約３５名）が、大洲市久米地区にお

ける瓦礫等撤去を実施 

第１４施設隊及び中部方面特科隊（約６５名）が、吉

田町における土砂除去等を実施 

第１４施設隊（約２０名）が、吉田町鶴間川における

土砂除去等を実施 

中部方面特科隊が、１５名をもって西予市における土

砂除去を実施 

（計：ダンプ１５両分） 

高知県 道路啓開等 大月町 

第５０普通科連隊が、橘浦の削岩等を民間事業者に引

継予定（０７００から引継準備を実施し、０８００に

引継予定） 
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平成 30年７月 16日(月)６:00現在 

 

 

平成 30年７月豪雨による被害状況等について（第 29報）【概要版】 
 

 被害状況 
※ 帯主要２ （ と KDDI)は、 リ が の災害 と まで  

１ 関 （ ３） 

＜ ＞NTT 日本 約 8,185  

岡山県 倉敷市 、愛媛県 大洲市 、広島県 呉市 の一部の利用者に

あり 

＜ 帯＞NTT 56  

愛媛県 今治市、宇和島市、西予市、大洲市、高知県 須崎市、長岡郡

大豊町、徳島県 三 市 の一部の リアに支 あり 

KDDI（au） 26   サービス リアに支 なし 

65  サービス リアに支 なし 

＜防災行 ＞ 

県防災行 被害なし 

防災行 広島県 山 、愛媛県大  

 

２ 関 （ ５） 

＜ 上 （ ・ ）＞  

＜ ＞12 者で  

 

３ 関 （ ７） 

＜ 口関 ＞37の が 口 を  

＜ 関 ＞33 で 不 及び取 不 が  

 

 援状況 

１ 被災 に対 る人的 援の状況（ ８） 

＜対口 援 の 状況＞被災 15 に対し、19都県 から 279名を  

＜災害 援 の 状況＞ 

被災６ に対し、７都県 から７名の災害 援 を  

 

２ 避難所 援（ １３） 

・NTT 86 、Wi-Fi85  

・KDDI BOX82 、Wi-Fi68  

・ BOX112 、Wi-Fi28 、PHS22 、 帯 8  

・NHK 49 （46箇所） 

・ 、山 、 等 450  

 

３ その 【 】 

・（7月 13日 ） 帯 者 に いて、被災者の を で   
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平成 30年７月 16日(月)６:00現在 

 

 

平成 30年７月豪雨による被害状況等について（第 29報） 

 

※ 第２報までは 雨 川（ ）の 等に る被害状況等について 、第 18報までは 平成 30年 第

７ 及び 等による被害状況等について として報告 

 

 被害状況  

１  関  

 者（ 名） 被害状況等 

１

 

NTT 日本 ・被害なし  

NTT 日本 ・約 8,185  

岡山県  

・
ま び

に れる 等 約 3,100 、  

等 約 2,900 、 等 約 60  

※岡山県
ら し き し

の 部の 者に あり  

愛媛県  

・
は き

に れる 等 約 1,100 、

等 約 450 、 等 約 20  

※愛媛県 大
し

の 部の 者に あり  

・
い よ

山
り ま

に れる 等 約 510 、

等 約 30  

※愛媛県 大
し

の 部の 者に あり  

広島県  

・ に れる 等 約 15  

※広島県 の 部の 者に あり  

NTT  ・  

KDDI ・963 （岡山県
ら し き し

963 ） 

※岡山県
ら し き し

の 部の 者に あり  

 ・岡山県 の 部の ADSL が できない状況（岡山県

199 ( による の )） 

帯

等

２

 

NTT  ・59 56  

（京都府 3 、兵庫県 2 、広島県 34 32 、岡山県 9 、

山口県 1 、愛媛県 7 6 、 県 2 、徳島県 1 ） 

※愛媛県
い ま り し

、 和島
わ ま し

、 、大
し

、 県
き し

、 岡 大 、徳島県 三
よ し し

の 部に リ

あり  

※広島県、京都府、兵庫県、岡山県、山口県、島根県では

している はあるが リ なし  

※ リ については なし  
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KDDI(au) ・29 26  

（岡山県 9 、広島県 13 11 、島根県 1 、山口県 1 0

、愛媛県 2 、 県 3 ） 

※応急 により リ に し 

 

 【 帯】 

・65  

（京都府 1 、兵庫県 9 、山口県 1 、岡山県 8 、島根

県 3 、広島県 31 、愛媛県 9 、 県 2 、 岡県

1 ） 

※応急 により リ に し 

【PHS】 

・15 13  

（岡山県 15 13 ） 

※岡山県
ら し き し

の 部に リ あり  

※ リ については なし  

UQ  ・14 7  

（岡山県 1 、広島県 12 6 、山口県 1 0 ） 

※岡山県
ら し き し

、広島県広島
し ま し

、
れ し

、 広島
がし しまし

、
あ き

（ ）、山口県
い わ に し

（ ）の 部に リ

あり  

※ リ については なし  

 ・29 27  

（山口県 2 、岡山県 16 15 、広島県 4 、愛媛県 4 3

、 県 1 、 岡県 2 ） 

※岡山県
ら し き し

、
あ か い わ し

の 部に リ あり  

※山口県、広島県、愛媛県、 県、 岡県では して

いる はあるが リ なし  

※ リ については なし  

 

主な は  

（ １） 者が な の情報を  

（ ２） 帯 等 者が している 数は で なり、 の 数は、

の を のではない 

 

＜防災行 ＞ 

県防災行  

被害なし 

防災行 （ 報 ） 

 ・広島県 山 が 5 、 が 49  

 ・愛媛県大 が 20  

 ・その の 被害なし 

（ ） が な の情報を  
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２ 関  

＜ 上 （ ）＞ 

 者名  世帯

数 

現状 

広島県
あ き か し

（

） 

NHK、   36  

岡山県・香川県 山  （TBS）からの

 

県 全   

愛媛県   約 5,800  

愛媛  約 5,800  

あい  （TBS）からの

 

県 全   

 

＜ 上 （ ）＞ 

 者名  世帯数 現状 

愛媛県 （FM ）  約 13,360  

 

＜ ＞ 

 者名   

世帯数 
現状 

県 い し

  れ 30  

県 
き ら

 広 連   10 

（7/8 ） 

県 関
せ き し

  川 による

壊 

30  

京都府 わら

 ・  れ 4  

まい るし

 ・   8  

（7/7 ） 

部

（ り 3） 

岡
か かし

 ・  れ 10  

大阪府 のせ

 ・  れ 3  

（7/8 ） 

兵庫県 香
か

 ・   2  

し

 ・  れ 157  

あわ  あわ  による

 

1  

岡山県 らしきし

  ヘ

 

3,549  

岡山
か ま し

、 
い ら し か ま

、
ら し き し

ま び

 

JSAT の  68 

（7/6 ） 

三
き

 三   約

1,000 
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岡山
か まし

 岡山   210  

広島県 広島
しまし

 れあ

い 

、

等 

2,094 

（7/6 ） 

部  

（ り 55） 
の し

 の

 

 2,605  

（7/6 ） 

部  

広島
がし しまし

 広島

 

 約

2,500 

 

三
は ら し

、

世
せら

 

三  れ 約

2,700 

 

（7/6 ） 

三
は ら し

大和  三  れによる

 

約 

1,400 （7/6 ） 

三
は ら し

本

方 、

 

三  

、 、

 

約

1,500 （7/6 ） 

山
まし

 JSAT  1,647  

れ し

 JSAT  293  
れ

 COM しま  233  

は ら し

 はら

 

 47  

山口県 山口
ま し

 山口

 

れ 2  

（7/6 ） 
し な し

 
 

れ 70  

いわ にし

川  

・  れ 50  

いわ にし

 

・  リ  約 50  

な い し

 防  ヘ

 

約 400  

徳島県 三
よ し し

 
 

 146 

（7/6 ） 

( 部 ) 

香川県 出
か い で し

 香川  れ 250 

（7/7 ） 

平
こと ら

 
 

による  1  

愛媛県 せ い よ し

  れ 3,973 

（7/7 ） 

( 部 ) 

方
いか

 
は せい

 れ 74  

大
し

、
こ

 
 

 4,407  

い ま り し

   6  

和島
わ ま し

 和島  れによる 232 
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 （7/7 ） 

部  

（ り 6） 

県 

 

全   

 

4,708  

し

、

大月
つき

 
 

れ、

 

121  

万
しま と

 万  雨  8,570  

し

  雨  2,297  

き し

、
と し

、
な か と

 

よ こい

 

 約 400  

香
こ な し

 香

 

れ ５ 

（7/6 ） 

大分県 き つ き し

   5,880  

 

＜ ＞ 

 者名  世帯数 現状 

京都府 部
あ べ し

 あ べ による 不良 8,496  

広島県 山
まし

 ま  約 100,000  

県 こ し

 
 

所と 所 の

 

105,458  

県 
世
せ し

 
せ   71,192  

島県 良
あ い ら し

 あいら  の 不

による  

約 30,000  

 

＜ ＞ 

 被害情報なし 
 

 

３ 関  

 ＜ 口関 ＞ 

・37 の が 口 を （ 県２ 、島根県２ 、岡山県 11 、広島県 13 、山

口県１ 、愛媛県３ 、 県２ 、 岡県３ ） 

※ 計 149 ２ 、山 県５ 、 県６ 、三重県１ 、京都府 26 、

県１ 、大阪府５ 、兵庫県３ 、和歌山県２ 、鳥取県１ 、

島根県２ 、岡山県 15 、広島県 35 、山口県１ 、徳島県１ 、

愛媛県７ 、 県 11 、 岡県 22 、 島県３  

 

＜ 関 ＞ 

・ 等により、 日本 で ・ となる 等の が 延 

・33 で 不 及び取 不 が  

・ に大 な れが まれる ての の等について、 に 出を るよ 日

本 が びか  
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 の対応状況  

 ７月３日( )８時 45分、大 を と る災害 を  

 災害対策連絡本部 リ を （  部 １名）  

 ７月６日（ ）17時 10分、災害 を大 を と る 災害対策本部

 

 ７月７日（ ）京都府災害対策本部、兵庫県災害 本部及び岡山県災害対策本部 リ

を （ 及び  部 ・ 等 計４名） 

 ７月７日（ ） 大 出 により 災害関 （第１ ）  

 ７月８日（日）８時 00分、 災害対策本部を 大 を と る 災害対策

本部  

 ７月８日（日） 大 出 により 災害対策本部 （第１ ）  

 ７月８日（日）愛媛県災害対策本部 リ を （  部 １名・

１名） 

 ７月８日(日)、災害救助 の を を告 と る 人に対し、

の 状及び 状の を る を  

 ７月９日（月） 大 出 により 災害対策本部 （第２ ）  

 ７月９日（月）、災害救助 の が 大し、 に を を告 と る

人に対し、 の 状及び 状の を る を  

 ７月１３日（ ）、災害救助 の が 大し、 に を を告 と

る 人に対し、 の 状及び 状の を る を  

 帯 不 防 が る 約の 方の本人 について、被災で本人

を し に、本人であることを できる がない に 被災者が 帯 の

約等を行 るよ 、  

 ７月 10 日（ ） 大 出 により 災害対策本部 （第３ ）  

 ７月 10日（ ）広島県災害対策本部 リ を （  １名） 

 ７月 12 日（ ） 大 出 により 災害対策本部 （第４ ）  

 ７月 13日（ ） 大 出 により 災害対策本部 （第５ ）  

 ７月 13日（ ）に、広島県 から 時災害 （ ）の の があり、 日

に いて、 所有の機 を活 し、 （ 所 所:

） ７月 14日（ ）に  

 ７月 14 日（ ） 災害対策本部 （第６ ） （※ ） 

 ７月 15日（日） 災害対策本部 （第７ ） （※ ） 

 被災 に対 る人的 援の状況 

 ・７月７日（ ） 被災 応援 に き、被災府県及び被災

県 びに関 と連絡を取り い、人的 援に関 る情報 を  

 ・７月８日（日）現 での応援 の要 等に る な情報 の 、 を広島県庁、

愛媛県庁、岡山県庁  

 ・７月９日（月）広島県に いて、関 と応援 の に関 る 現 を

し、応援 の を  

 

＜対口 援 状況＞ 

 ・被災１５ に対し、１９都県 から２７９名を  

被災県 被災 

 

対口 援 

 

人数 

(15日時 ) 

主な  
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広島県 れ し

 
岡県 １４名 災 明 （ ・ ）、

避難所 等 

かい

 
山県 １１名 災 明 （ ・ ）、 

災害対策本部 援等 

はらし

 
 ※ 15日に 庁  

   災 明 の  

まの

 
三重県 ２１名 災害対策本部 援、 

避難所 、災害 援 

か

 
川  １２名 災害対策本部 援、 

避難所  

島
ま し

 
川県 １１名 災害対策本部 援、 

援 

三
は ら し

 
名  ４名 連絡  

の し

 
県 ３名 隊 

広島
がし しまし

 
愛 県 ２名 本部リ  

  

  府
し

 
県 ２名 災害対策本部 援 

  計 １０  １０  ８０名   

岡山県 らしきし

 
京都 

県 

岡  

５７名 

１０名 

４０名 

災 明 （ ・ ）、 

避難所 、 援 分 等 

 

避難所 、 援 分 等 

かはしし

 
奈川県 １０名 災 明 （ ・ ）、 

援 分 等 

か

 
千 県 ※ 13日に 庁  

17 日より 災 明 の

 

そ し

 
 

 

５名 

２２名 

災害対策本部 援等 

災害対策本部 援 

  計 ４  ７  １４４名   
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愛媛県 
大

し

 
香川県 ２名 災害対策本部 援 

せ い よ し

 
本  ３１名 避難所 等 

和島
わ ま し

 
徳島県 

大分県 

  ７名 

１５名 

避難所 等 

助等 

  計 ３  ４  ５５名   

※１ 被災 応援 に を  

※２ 対口 援 の都県は、 の とと に 的 援を行  

 

＜災害 援 の 状況＞ 

・７月１５日（日）現在、被災６ に対し、７都県 から７名の災害

援 を  

被災県 被災   時  

広島県 れ し

 
兵庫県 ７月９日  

はらし

 
 ７月９日 ７月１４日 

か

 
川  ７月８日  

府
し

 
県 ７月１３日  

岡山県 らしきし

 
本  ７月８日 ７月１２日 

愛媛県 
大

し

 
京都 ７月１０日 （７月１５日（ ）） 

香川県 ７月１４日  

せ い よ し

 
 ７月９日  

和島
わ ま し

 
徳島県 ７月９日  

  ※１ は、対口 援 としての 援は  

２ れ 本 の災害 援 は、対口 援 の

き を 、  

３ 大 については、 京都から香川県に き  

 

 

・その 、関 広 連 の対応としては の り  

（１） 援  

広 連 災害対策 援本部 を し、 援 

（２） 援  
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被害が大きい岡山県、広島県、愛媛県を 援 
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（３） 援方  

成 が有 る 等を有 活 る 、 方 による 援

を  

被災県 応援  

岡山県 兵庫県、鳥取県 

広島県 県、大阪府、和歌山県 

愛媛県 奈良県、徳島県 

 
 の行 機 の 状況 

  のある  

の機 状況 

なし  

人的 の 状況  

※ は  被災 に対 る人的 援の状況  

的 の 状況 【岡山県】 

 

・ 所は 被害 所 は

にて災害対応  

※ 災害救助 が れている の 、行 機 に がある 及び状況に

があ について  

な 、被害が 大な については、 要に応 に  

 

 ７月 13 日（ ）、 県 ３ 、京都府 ５ 、兵庫県 15 、鳥取県 １ 、島根県

１ 、岡山県 10 、広島県 13 、愛媛県 ６ 、 県 ３ 、 岡県 １

の わせて 58 に対して、 の りを に る 、９月に べき

の 部（346 5,100万 ）を７月 17日（ ）に り上 て ることを  

 

 災害対策 動 機 の 状況 

出  出機  数  

岡山県  

 

 

MCA 機 

帯  

機 

50 

2 

9 

7/10   

※ 機 4 は 7/14

  

兵庫県  

 

帯  

機 

3 

6 
7/10   

広島県 島  機 15 7/10   

広島県三  機 15 7/10   

広島県府  MCA 機 8 7/10   

愛媛県  機 10 7/10   

広島県  

 

MCA 機 

機 

20 

10 

7/11   

7/14   

広島県府  機 15 7/11   

愛媛県大  機 10 7/11   
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広島県  機 15 7/11   

岡山県  

 

帯  

 

機 

3 

 

3 

7/12   

※ 1 は 7/13   

7/13   

広島県  MCA 機 20 7/12   

徳島県三  

 

帯  

機 

5 

10 
7/12   

岡山県 

 

帯  

機 

2 

6 
7/13   

広島県 広島  

 

MCA 機 

機 

21 

11 
7/14   

 

 動 等の 状況 

・ 動 （ ）を岡山県 所に き し（7/10） 

・ LAN（Wi-Fi）と の わせで、 が な

（ICT ）を き し 

  岡山県 所（7/12） 

  岡山県 所（7/13） 

   岡山県庁（7/13） 

 

 LAN （ 00000JAPAN ）の 上の について、 に

らせを るとと に、 帯 者に対し、 の 示な による を

ることを要  

 

 災害 に る 及び 約の取 い 

 ・７月１０日（ ）、 と連名で、 方 に対し、 の災害 の 及

び 約についての 方を  

 ・７月１３日（ ）、 と連名で、 方 に対し、被災 での 等に

る の な について要  

 

 行 に る対応状況 

 ・７月１０日（ ）、 行 に いて、被災者の り とに対応 る 援 を

ている関 機関の 口リ （ 、本 に いて 援 の 口リ とい ）で

ある 平成 30年７月豪雨被災者の の 活 援情報 を 成し、 で 及

び リリ ま 、被害が大きか 岡県 の３  

 ・７月１１日（ ）、 行 に いて、 援 の 口リ 平成 30 年７

月豪雨災害被災者の の 活 援 口 （ ） を 成 るとと に、 平

成 30年７月豪雨災害行 口 を し、 で 及び リリ  

 ・７月１１日（ ）、京都行 行 に いて、 援 の 口リ 平成 30

年７月豪雨の被災者の の 活 援 を 成し、 で るとと に、災

害救助 の を 京都府 の６ ３  

  ・７月１２日（ ）、岡山行 行 に いて、 援 の 口リ 平成 30

年７月豪雨災害被災者の の 活 援 口 （ ） を 成 るとと に、

平成 30年７月豪雨災害行 口 を し、 で 及び リリ  

・７月１２日（ ）、 行 行 に いて、 援 の 口リ 平成 30

年７月豪雨災害被災者の の 活 援 口 （ ） を 成し、
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で （７月 13日（ ） リリ 及び 県 全 ）  

・７月１２日（ ）、兵庫行 所に いて、 援 の 口リ 平成 30 年７月豪

雨による被災者の の 活 口 を 成し、 で （７月 13 日（ ）

兵庫県及び災害救助 の を 兵庫県 9 6 ）  

・７月１３日（ ）、山口行 行 に いて、 災害 行 口 を

し、 で 及び リリ  

 
 

 者等の対応状況  

１ 関  

（１）災害  

NTT 、NTT 、KDDI、 が災害 及び災害

を  

 

（２）避難所等 援状況 

LAN （ 00000JAPAN ( )）の  

・NTT 、KDDI、 が岡山県、広島県、愛媛県の全 で、約 21,000の

を  

 

＜NTT ＞ 

避難所 援 

・ が れ 避難所等に いて  

・ Wi-Fi 10箇所 

・ 帯 の 15 箇所（岡山県 4、広島県 9、 県 2） 

 

＜NTT ＞ 

避難所 援 

所 

数 

 Wi-Fi 

（愛媛県大 ） 1 1 

（愛媛県大 ） 1 1 

（愛媛県大 ） 1 1 

大 川 （愛媛県大 ） 1 1 

（愛媛県 ） 1 1 

（愛媛県 ） 1 1 

（愛媛県 ） 1 1 

明 （愛媛県 ） 1 1 

和島 三 （愛媛県 和島 ） 1 1 

和島 （愛媛県 和島 ） 1 1 

和島 川 所（愛媛県 和島 ） 1 1 

香 部 所（ 県香 ） 1 0 

部 れあい （ 県香 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 1 

広島 口 （広島県広島 ） 1 1 
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広島 （広島県広島 ） 1 1 

広島 （広島県広島 ） 1 1 

広島 所（広島県広島 ） 1 1 

広島 川 （広島県広島 ） 1 0 

広島 （広島県広島 ） 1 1 

広島 （広島県広島 ） 1 1 

（広島県 広島 ） 1 1 

（広島県 広島 ） 1 0 

（広島県 ） 1 1 

（広島県 ） 1 1 

SunstarHall（広島県 ） 2 2 

まの・ らい （広島県 ） 1 0 

（広島県 ） 1 1 

（広島県 ） 1 3 

部 （広島県 ） 1 0 

（広島県 ） 1 0 

（岡山県 ） 2 0 

年 （岡山県 ） 1 0 

（岡山県 ） 1 1 

第 （岡山県 ） 1 1 

第 （岡山県 ） 1 1 

（岡山県 ） 3 3 

岡 （岡山県 ） 3 13 14 18 

万 （岡山県 ） 3 2 

連島 （岡山県 ） 3 3 

連島 （岡山県 ） 1 0 

連島 （岡山県 ） 1 0 

（岡山県 ） 1 0 

（岡山県 ） 1 1 

（岡山県 ） 1 3 

（岡山県 ） 2 3 

山 （岡山県 ） 3 2 

（岡山県 ） 2 4 

和 （岡山県 ） 2 3 

三 山 所川口 （徳島県三 ） 1 0 

大 （愛媛県大 ） 1 1 

応ま り （広島県 ） 1 1 

ま り （広島県 ） 1 2 

（広島県 広島 ） 1 1 

（広島県広島 ) 1 1 

広島 （広島県広島 ) 1 1 
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島 （岡山県 ) 2 2 

（岡山県 ) 2 2 

人 （岡山県 ) 1 2 

計 76 86 81 85 

 

帯 等 出状況 

出機関 
出 数 

帯  帯  等 

隊 632 40 23 

 156 0 25 

 20 1 0 

 0 1 0 

大阪  3 0 0 

広島  60 0 4 

 25 45 1 3 40 70 

大  2 0 0 

 0 6 0 

県 15 0 10 

大 上島  0 5 0 

島  0 1 0 

 10 1 0 

香  0 2 0 

京都府災害

 15 0 0 

愛 県 4 0 2 

広島  50 0 12 

三  35 0 0 

 18 0 0 

広島県 68 0 30 

 3 0 0 

 3 0 0 

 8 0 0 

 2 0 0 

山口県  27 0 0 

 6 0 0 

 15 0 0 

岡山  1 0 0 

岡山県  50 0 0 

 10 0 4 

京都  7 0 0 

 10 0 0 
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島  4 0 0 

県 4 0 0 

山口県 2 0 0 

 0 1 0 

 0 1 0 

リ  0 1 0 

動  0 5 0 

時 リ  0 3 0 

 0 1 0 

本県 10 0 0 

岡  0 0 2 

和島  1 0 0 

愛媛県 7 0 26 

 0 1 0 

成人  0 2 0 

第  1 0 0 

第  2 0 0 

 2 0 0 

 1 0 0 

 5 2 5 

奈良県 4 0 0 

岡  0 1 0 

 0 1 0 

万  0 1 0 

連島  0 1 0 

人 0 2 0 

岡山県 0 0 20 

岡山大  2 1 0 

岡山  10 0 0 

JR 4 0 0 

（ 避難所） 0 0 8 

 1 0 0 

岡山  10 0 0 

岡山県  2 0 0 

計 1327 1347 82 84 211 241 

 

＜KDDI＞ 

避難所 援 

所 
数 

BOX Wi-Fi 

所（広島県広島 ） 1 0 
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（広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 0 

・ （広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 1 

川 （広島県広島 ） 1 1 

（広島県広島 ） 1 1 

（広島県広島 ） 1 0 

（広島県広島 ） 1 1 

（広島県広島 ） 3 3 

（広島県広島 ） 1 1 

まの・ らい （広島県広島 ） 1 1 

れあい （広島県 ） 1 1 

・ （広島県 ） 1 1 

（広島県 ） 1 1 

所（広島県 ） 2 1 

応 （広島県 ） 1 1 

応ま り （広島県 ） 1 1 

（広島県 ） 1 1 

（広島県 ） 0 1 

（広島県 ） 1 1 

（広島県 ） 1 1 

（広島県 広島 ） 1 1 

（広島県 広島 ） 2 2 

方 （広島県三 ） 2 2 

本 れあい （広島県三 ） 1 1 

本 （広島県三 ） 3 3 

（岡山県 ） 1 1 

（岡山県 ） 2 2 

（岡山県 ） 1 1 

岡 （岡山県 ） 1 1 

万 （岡山県 ） 3 3 

第５ （岡山県 ） 4 4 

連島 （岡山県 ） 3 3 

連島 （岡山県 ） 2 2 

の家（ 県 ） 1 1 

所（ 県 ） 1 1 

1 所（ 県 ） 1 0 
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島 （香川県 ） 1 1 

（愛媛県 山 ） 1 1 

大 平 （愛媛県大 ） 1 1 

（愛媛県大 ） 1 1 

川 （愛媛県大 ） 1 0 

（愛媛県大 ） 1 0 

（愛媛県 ） 1 1 

（愛媛県 和島 ） 1 1 

（愛媛県 和島 ） 1 1 

（愛媛県 和島 ） 1 1 

（愛媛県 和島 ） 1 1 

か の ・ リ （愛媛県

） 1 1 

（愛媛県大 ） 1 0 

（ 岡県 ） 2 2 

（広島県 ） 1 1 

人 （広島県 ） 2 2 

川 （愛媛県大 ） 1 0 

大川 （愛媛県大 ） 1 1 

（ 和島 ）

（愛媛県 和島 ） 1 1 

災害 （大

）（愛媛県大 ） 1 1 

（広島県広島 ) 1 1 

（岡山県 ) 1 1 

（ 本所）

（愛媛県 ) 1 1 

計 82 68 

帯 等 出状況

出機関 
出 数 

帯  帯  等  

陸上 隊 302 34 22 142 

上 隊 0 5 0 0 

隊 20 0 0 0 

 0 0 10 0 

 5 0 2 0 

岡山県 10 0 0 0 

広島県 103 123 0 14 0 

広島  24 0 0 0 

広島県三  15 0 0 0 
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島根県 15 0 0 0 

愛媛県 40 50 0 0 0 

大  22 32 0 0 0 

和島  25 0 0 0 

愛媛県  3 6 0 0 0 

岡山県  0 0 0 210 

奈良県 4 0 0 0 

県 10 0 8 0 

計 598 641 39 56 352 

＜ ＞ 

避難所 援

所 

数 

BOX 
Wi-Fi PHS 

帯 

 

 （広島県

） 
1 2 1 0 

 （広島県 ） 1 2 1 0 

 まわり （広島県 ） 1 2 1 0 

 Sunstar Hall（広島県 ） 1 2 2 0 

岡 （岡山県 ） 1 2 2 0 

（岡山県 ） 1 2 0 5 

万 （岡山県 ） 1 2 0 3 

連島 （岡山県 ） 0 2 2 0 

 所（岡山県 ） 1 0 0 0 

 リ （岡山県 ） 0 0 1 0 

第 5 （岡山県 ） 0 2 2 0 

第 2 （岡山県 ） 0 2 2 0 

 和 （岡山県 ） 1 2 2 0 

 （岡山県 ） 1 2 2 0 

 山 （岡山県 ） 1 2 2 0 

 （岡山県 ） 1 2 2 0 

岡山県災害対策本部 100 0 0 0

計 112 28 22 8 

帯 等 出状況

出機関 
出 数 

帯  帯  等 

陸上 隊 219 155 10 

人 6 0 4 

名  10 10 0 
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日本  10 0 0 

広島県 0 0 300 

県 10 0 10 

広島  21 0 0 

計 276 165 324 

＜ 動 ＞ 

機 等 出状況

出  出機  数  

広島県  MCA 機 20 7月 8日  

広島県  MCA  1 7月 13日  

岡山県  MCA  10 7月 14日  

広島県 広島  MCA  5 7月 14日  

（３） の  

・NTT 日本、NTT 、KDDI、 、NTT 、 ・

、 ・ 、STNetが、災害救助 に 住 る

等 者に対し、避難により できない 、 本 等の を

（４） の延  

・NTT 、KDDI、 は、災害救助 に 住 る いを行

動 者を対 に、７月 分の を１か月延

・NTT 日本、NTT 、KDDI、 、NTT は、災害救助

に 住 る いを行 等 者を対 に、７月 分の

を１か月延

（５） 帯 の 等の  

・ 帯 者 が、災害救助 が れ の被災者を対 として、 約している

を の の の の を

NTT  KDDI 

 

約している

を

の の  

10GBを

で

上 が まるまでに行

（

）の

の

 

対 者 
平成 30 年 7月豪雨による災害にかかる災害救助 が れ に

約者住所 ま は 住所 のい れかがある 者 

時  7/13 7/31 
7/13

7/5 の
7/13 8/31 
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２ 関  

（１） 状況 

＜ ＞ 

県  所 数 日 

広島県 

広島
し ま し

あ き

 1  7/12 

 1  7/12 

 1  7/13 

広島
しまし がし

 2  7/12 

広島
しまし な

 3  7/14 

広島
がし しまし

 1  7/11 

れ し 応  1  7/14 

 1  7/15 

府
府

のき  
1  7/14 

まの

 2  7/13 
かい

 1  7/13 

島
ま し

 1  7/14 
は ら し

 1  7/15 

山
ま し

山  1  7/15 

岡山県 

ら し き し

岡  1  7/12 

 1  7/12 

万  1  7/12 

 1  7/12 

連島  1  7/13 

上成  1  7/13 

島 1  7/13 

リ  1  7/13 

 1  7/14 

 1  7/14 

連島  1  7/14 

 1  7/14 

第  1  7/14 

島  1  7/14 

らしき  1  7/15 

そ し 1  7/12 

 1  7/12 

岡山
か まし がし

上  の  7/15 

愛媛県 
せ い よ し

 1  7/9 
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 1  7/9 

 1  7/9 

明  1  7/12 

大
し

 

大  1  7/10 

 1  7/10 

大川  1  7/10 

和島
わ ま し

 

 1  7/12 

 1  7/12 

川 所 1  7/12 

所 1  7/13 

 1  7/13 

三つ 所 1  7/13 

 1  7/15 

計 46箇所 49   

   ※ に いて、 、 及び と連 し を  

・7/16 に１箇所対策 （広島県１箇所） 

 

（２） の  

・ 、山 、 等が岡山県、広島県に を

（ 計 500 の ）  

被災県 被災  数  

岡山県 

そ し

 70 7/12  
ら し き し

 180 7/13  

広島県 

まの

 20 7/12  
れ し

 20 7/13  

か

 
90 

70 

7/14  

7/15  

 

（３）  

災害救助 が れ に いて、半壊、半 は 上 上の の被害を

に る 約について、平成 30年７月から８月までの２か月 の を  

 

（４）( )WOWOW 

災害救助 が れ 在住の 者に対し、 リ を し、

者からの し出がありかつ 不 が れ に、７月分の を  

 

（５） JSAT( ) 

災害救助 が れ 在住の 者に対し、 リ を し、

者からの し出がありかつ 不 が れ に、７月分の 等を  
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３. 関

＜日本 ＞

災害救助 が れ の被災者を対 として、 及び に関 る 取 いを

・ ・ 等 をな し 被災者の 等の 取 い（平成 30年７月９日（月）か

ら８月８日（ ）まで）

・ の の延 （ ６か月 ）

・ の 時 等の 取 い（平成 30年７月９日（月）から８月８日（ ）まで）

行及び の 口に いて、平成 30 年７月 10日（ ）から 12月 28日

（ ）まで 援 の を

の 口に いて、平成 30 年７月 11日（ ）から、救援等を行 に て 災害

援 を と る現 の を

及びか に いて、災害救助 が れ の被災者を対

として、平成 30年７月 13 日（ ）から、 に関 る 取 いを

・ の 時 に る の （ ０ 、 ０ ５ ）

・ の 取 い（被災 等の 情により できなか 人に対して、本

が 要であ について を 等）

広島 の ２名を災害 援 として広島県 に その １名を

７月 15日から 18日まで

４ その の 援 

＜ 方 （31 ） の被災者 れの状況＞ 

・ （ ）で れ

・７月１２日現在の 状況

・ （岡山
か ま し

） ７名 

大 （ ） 

  03-5253-5090 

  03-5253-5093 



平成３０年７月１６日

文 部 科 学 省

平成30年７月豪雨による文部科学省関係の被害情報について

【文教施設関係における被害】
○人的被害（７月15日12:00時点）

・現在のところ、児童生徒の学校管理下における被害情報なし。

このほか、教育委員会から報告があった被害情報は以下のとおり。

-広島県：公立中学校の生徒１名が車ごと流され、重傷。

公立小学校の教職員１名が避難中に転倒し、軽傷。

公立小学校の児童１名が死亡。

公立中学校の生徒１名が死亡。

-愛媛県：公立小学校の児童３名が、自宅で被災し、搬送された病院で死亡確認。

公立高等学校の生徒３名が被災し、軽傷。

公立高等学校の教職員１名が自宅の倒壊により、軽傷。

-福岡県：公立中学校の教職員１名が通勤途中に道路の崩落に巻き込まれ、軽傷。

○物的被害（７月15日12:00時点）

・床上浸水、校内斜面における土砂崩れ等、816件の被害報告あり。

○休校・短縮授業等（13日の休校状況）

（広島県：173校、岡山県：20校、愛媛県：23校）・221校で休校措置を実施

【文部科学省の対応】
(省内の体制整備、職員の派遣等)

○文部科学省非常災害対策本部（本部長：事務次官）を設置

○文部科学省豪雨被災者生活支援対策チームを設置

○政府調査団（岡山県及び広島県）に文部科学省職員を派遣

○被災地の被害状況や課題等の情報を収集するため、文部科学省職員を岡山県及び広島県

へ派遣

（教育委員会等への対応）

○児童生徒等の安全確保、文教施設の被害状況の把握、２次被害防止を要請及び災害復旧

の事前着工手続き等を連絡

○災害により滅失・毀損した教科書の給与を速やかに行えるよう教科書供給協会及び教科

書協会に指示。

○被災地域の児童生徒等の就学機会の確保及び被災学生の経済的支援等に係る通知を発出

（今後の対応）

○引き続き、教育委員会等と連携を密にしつつ、被害状況の収集に努めるとともに、被災

した学校施設の復旧をはじめ、教育環境の速やかな復旧・復興に向け必要な支援に取り

組む。

１０
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  生 省 

平成 30 年７月 16 日 

0 7 時 0 0 分 現 在 

平成 30 年７月豪雨による被害状況等について 

（第 26 報） 

１ 生 省における対応 

 ７ ２ 13 30 生 省災害情報連絡室設置 

  ７ ７ 12 00 第１回省内 長級会議開  

  ７ ８  8 30 生 省災害対策本部設置 

  ７ ８ 14 00 第１回 生 省災害対策本部会議開  

７ ９ 14 00 第２回省内 長級会議開  

７ ９ 17 30 中国 国 生局内に「 生 省現地対策本部」を設置 

７ 10 16 45 第２回 生 省災害対策本部会議開  

７ 10 17 00 生 省被災者生活 援 ー 設置 

７ 12 18 30 第３回省内 長級会議開  

７ 13 14 00 第４回省内 長級会議開  

７ 14 13 00 第５回省内 長級会議開  

７ 15 11 00 第６回省内 長級会議開  

生 大臣の現地

７月12日、広島県三原市を 問し、本 取水 等を 。

７月14日、愛媛県大洲市を 問し、 護 人保 施設等を 。 

 職員の現地等への派遣状況（７ 16 07 00現在） 

 現在、15名が活動中( 9名予定)。 

【広島県 10名、岡山県 10名、愛媛県 4名】 

計で33名( 9名予定)。 

２ 関係 

(1) 関係全

７月６日 高知県  7 17  警戒 ー に り 。 

京都府 11 23  警戒 ー に り 。 

愛媛県 12 30  警戒 ー に り 。 

→７月７日 11 54  災害 ー に り 。

山口県 13 42  警戒 ー に り 。 

１ １
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広島県 14 05  警戒 ー に り 。 

→ 19 51  災害 ー へ り 。

徳島県 14 51  警戒 ー に り 。 

滋賀県 15 09  警戒 ー に り 。 

岡山県 15 40  警戒 ー に り 。 

→ ７月７日 12 02  災害 ー に り 。

鳥取県 16 40  警戒 ー に り 。 

香川県 17 10  警戒 ー に り 。 

兵庫県 22 50  警戒 ー に り 。 

７月７日 島根県  0 57  警戒 ー に り 。 

※大阪府 大阪府北部を震源とする地震発生時より 警戒 ー 継続中。

（２） 施設（ 神 を ）の被害状況

都道府

県 
市町村 

被害のある 

機関数 

現在も 援が

な 機関数 
備  

広島県 

呉市 22 14 水 

尾道市 22 13 水 

三原市 12 3 水、  

田島市 6 6 水 

岡山県 

倉敷市 備町 1 0 
、 水、

止 

岡山市 1 0  

高梁市 1 0 水 

愛媛県 

西予市 3 3 水 

大洲市 10 8 水 

宇和島市 7 7 水 

長崎県 県内 5 0  

京都府 

亀岡市 1 0 床下浸水 

福知山市 1 0 周囲 水 

海田町 1 0 水不  

福岡県 北九州市 1 0 水 

合計 94 54 

その他、現時点で被害報告 し。 き続き情報収集に める。 

(３) の状況

全 の活動が 。
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(４) ・ 機 業、 業 関係

現時点では、 行止めの影響による 延を き、 ・ 機

の安定供 等に係る被害情報 し。 

(５) 生用 等の 援状況

７月15日（日）に岡山県から政府の非常災害対策本部を じて、倉敷市

備町の 備総合公 体 に生 用 １万 トを供 するよう が

あった。 

（一社）日本 生 業連合会（日 連）に対応を し、５

トについては16日（月） に 予定。 り５ トについても17日

（ ）に 予定。 

(６) の 者用 の 供について

業 団体に確認したところ、現時点では、安定供 等にかかる 援を

とする会員 業はない。また、業 団体へは 者用 の 供ができな

い があれ 、 援するよう している。 

３ 生活 生・ 安全関係 

（１）水道の被害状況（７ 16 07 00現在）

全都道府県に、水道の被害状況について 的に情報収集するよう

。また、日本水道 会に対し、応急 水・応急 の 援を行うよう

。 会と被害情報を共有しつつ、 な応援体制が確保されるよ

う調 中。

岡山県２市で7,315 (６ 業体)、広島県７市２町で142,106 (11 業

体) 、愛媛県４市２町で11,191 (９ 業体)の計160,612 (26 業体)

が 水中。（前回（7 15 12 00）報告 1,538 ）

※ 愛媛県大洲市における約1,400 への 水開始等により、 水 数が

。 

（２）全体の対応状況

応急 水については、岡山県、広島県、愛媛県の３県13水道 業者に対

し、中国・ 国の水道 業者に 、中部、関西、九州等の水道 業者

の 援( 水車合計142台、300名以上)の他、自 隊、海上保安庁等に

よる 援を て実施中。

機関 けの 水 援として、7 12に のあった広島県呉市

（６台）、三原市（７台）、尾道市（７台）については、関西と中部の水

道 業者が、7 13より 水 援を実施中。

広島県、岡山県、愛媛県等の被災水道 業者等における被災状況や
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状況、 を職員派遣等により 取しつつ、 作業の に応じて

となる 者の 援等が に よう調 中。 

（公社）日本水道 会を じた水道 業者等からの 援として、

・岡山県倉敷市 備地区において、岡山市ほか県内他水道 業者から24名

の 者を派遣し、 水調査等の 援を実施し、7 13までに作業

。

・愛媛県南予水道 業団における 設 水設備設置作業等の 援を

市が実施中であり、7 17に現地に職員３名を派遣予定。

・広島県竹原市において、出 市の 職員４名を派遣し、被害状況調査

を実施。

・広島県呉市において、7 15より山口県 部、島根県 部が 職員を合

わせて24名派遣し、 水作業、 水調査等の 援を実施しており、

7 16より高知県 部からも 職員が派遣される見込み。 

広島県三原市における を広島県が 援、愛媛県宇和島市において

台市が 職員８名を派遣し、 水調査等の 援を実施。

(３)広域的な 水が生じている水道施設の 状況

土砂災害による被害を けた施設

した土砂・破損設備等の 、設備の点 ・ 備作業等を実施中 

・広島県呉市、 田島市の約７万６ の 水の原 となっている広島県

業局の 水ト において、 常開 されている開 ートが土石

流で損傷し、ト 内に落ちて していたと 明。このため、 ー

トの き上 作業を実施、 水 への 水を開始。7 14より 次 水を

開始しており、呉市では、中 地区西部、吉 地区、 応地区、 賀地

区（低地部）、 のうち 地区で 水を開始し、7 15までに5,000 の

水が 消、 田島市では 水 開のための 等の作業を実施中。 

・愛媛県宇和島市において5,658 の 水の原 となっている南予水道 業

団吉田 水 については、土砂崩れのため、 水 が損傷。このため、

２か所に 設 水設備を 備することにより対応することとし、用地確

保、水 の調 、設計、 機 の 等を めている。

水した取水施設及び 水 、その他

水した施設の 水は しており、施設の 、設備の点 ・ 備

作業等を実施中。 次 水を開始しているところもある。 

・広島県三原市、尾道市等の約７万 の 水の原 となっている広島県

業局本 取水 については、 水作業が 。施設の被害状況を確認の

上、点 、 、 を行い、7 14に約50 の 水を 開、7 16に 常

りの 水を 開し、7 17から 次 水が 開される見 し。尾道市で
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は、市の水源の水を し7 14までに50,344 のうち2,920 の 水が

消。 

・岡山県倉敷市の8,900 の 水の原 となっている 備 水 について

は、施設の状況を確認し、 作業に 。 備地区には岡山県広域水

道 業団からの 水が であるため、その水を 用して8,900 に対し

て９時～17時まで生活用水（ 用不 ）としての 水を 開。

・岡山県高梁市では、水源 の 水により したポ プの 等の

作業を実施し、7 14までに 鳥 水地区の212 の 水が 消。 りの地

区も生活用水として 次 水を開始。

・愛媛県大洲市では、 水した水源 （10か所）の 作業を し、

7 15までに9,661 に生活用水としての供 を 開。 りの地区も 一

間以内で供 される見込み。 

・広島県呉市で水道 の破損により 水していた12,000 のうち、7 12に

一部で 水を開始し、7 14までに10,000 の 水が 消。 り2,000 も

次 水を開始の見込み。

・広島県三原市の約３万 の 水の原 となっている西野 水 について

は、原水の 度が低下し を 開し、7 14から 次 水を 開。

県・ 

市町村名 

水 数（ ） 水 

期間 
被害等の状況 

最大 現在 

【岡山県】 

高梁市
た か は し し

 7,071 6,775 7 7～ 

水源及び 水 が 水 

応急 水実施中（関東・中部・ 国・

県内の７水道 業者（ 水車９台）及

び自 隊） 

新見市
に い み し

 644 540 7 6～ 水 が 水、水道 が破損 

応急 水実施中（中国・県内の５水道

業者（ 水車６台）及び自 隊） 

【広島県】 

広島市
ろ し ま し

 

（坂町
さかち う

） 

13,300 5,700 7 7～ 

水道 が破損 

応急 水実施中（中国の１水道 業者

（ 水車１台）及び自 隊） 

呉市
れ し

 78,000 63,000 7 7～ 広島県 業局※１の 水が 止、水道

が破損 

応急 水実施中(九州・県内の17水道

業者（ 水車20台）及び自 隊) 

熊野町
まのち う

 1,000 113 7 8～ 水 流出 

応急 水実施中 

田島市
た じ ま し

 9,936 9,936 7 7～ 広島県 業局※１の 水が 止、水道

が破損 

応急 水実施中（九州・県内の12水道

業者（ 水車15台）及び自 隊） 
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竹原市
た け は ら し

 1,622 1,622 7 8～ 水道原水（地下水）の 度上 、水道

が破損 

応急 水実施中（ 国・県内の４水道

業者（ 水車４台）） 

東広島市
がし ろしまし

 1,062 650 7 7～ 施設被害等 

応急 水実施中 

三原市
み は ら し

 38,856 13,661 7 7～ 施設被害、水道 が破損 

広島県 業局※１の 水が 止 

応急 水実施中（九州・中国の19水道

業者（ 水車20台）、自 隊及び海

上保安庁） 

尾道市
お の み ち し

 58,647 47,424 7 7～ 施設被害、水道 が破損 

広島県 業局※１の 水が 止 

応急 水実施中（九州・中国・県内の

13水道 業者（ 水車16台）、自 隊

及び民間 業） 

【愛媛県】 

宇和島市
う わ じ ま し

 6,568 5,891 7 7～ 

南予水道 業団※２吉田 水 からの

水が 止、水道 が破損 

応急 水実施中(九州・ 国・県内の

13 業者（ 水車14台）及び自 隊) 

鬼北町
きほ ち う

 260 2 7 7～ 水道 が破損 

応急 水実施中 

大洲市
お お ず し

 10,096 435 7 7～ 水源 が 水 

応急 水実施中（九州・ 国・県内の

９水道 業者（ 水車11台）及び自

隊） 

西予
せ い よ

市
し

2,685 1,477 7 7～ 水道 が破損、 水 が 水 

応急 水実施中（ 国・県内の２水道

業者（ 水車２台）及び自 隊） 

松山市 300 48 7 6～ 水道 が破損、水道原水（地下水）の

度が上 、 

応急 水実施中 

上島
かみじま

町
ち う

3,338 3,338 7 7～ 広島県 業局※１の 水が 止 

応急 水実施中（県内の１水道 業者

（ 水車２台）及び自 隊） 

水 開 

【北海道】 

町
らんこしち う

 158 0 7 5～6 

水道原水（ 水）の 度が上  

【長野県】 

大鹿村
おおしか ら

 10 0 7 7～8 

取水口の土砂  

【岐阜県】 

高山市
た か や ま し

 397 0 7 6～8 

水道原水（ 流水）の 度が上  
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市
し

10 0 7 9 水道 が破損 

関市
せ き し

 277 0 7 8～12 土砂崩れにより 水 が埋 、水道

が破損 

下 市
ろ し

 12 0 7 8～13 水道 が破損 

【京都府】 

舞鶴市
ま い る し

 900 0 7 7～9 

水道原水（地下水）の 度が上  

綾部市
あ や べ し

 85 0 7 7～9 水道 が破損 

南
なんたん

市
し

390 0 7 7～11 取水口の土砂  

福知山市
ち や ま し

 17 0 7 6～11 水道 が破損 

宮 市
み や し

 91 0 7 7～13 水道 が破損 

京
き う

町
たん ち う

 97 0 7 9～10 水道 が破損 

【大阪府】 

町
の せ ち う

 253 0 7 5～10 

水道 が破損 

町
とよのち う

 3 0 7 6～9 水道 が破損 

【兵庫県】 

神 市
こ う べ し

 43 0 7 7～8 

水道 が破損 

市
や し

 1 0 7 7～8 水道 が破損 

市
た ん し

 2 0 7 7～8 水道 が破損 

路市
あ わ じ し

 29 0 7 6～8 水道 が破損 

三田市
さ ん し

 4 0 7 7～8 水道 が破損 

宍粟市
し そ う し

 58 0 7 7～13 水道 が破損 

【奈良県】 

生 市
い こ ま し

 11 0 7 6 

水道 が破損 

【鳥取県】 

町
ち ち う

 231 0 7 8～10 

水道原水（地下水）の 度が上  

町
わかさち う

 78 0 7 7～11 水道 が破損 

日野町
の ち う

 571 0 7 7～8 水道原水（ 流水）の 度が上  

【島根県】 

川本町
かわもとまち

 1,099 0 7 7～8 

いん

原
ら

水 及び川本 水 が機 止 

市
ご う つ し

 300 0 7 8～13 水 が 水 

【岡山県】 

鏡野町
かがみのち う

 21 0 7 5～7 

水道 が破損 

井原市
い ら し

 137 0 7 6～10 水道 が破損 

町
やか ち う

 3,416 0 7 7～11 水 が 水 
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み さ き

町
まち

 10 0 7 7～11 水道 が破損 

倉敷市
ら し き し

 8,900 0 7 7～14 水道 が破損、 水 が 水 

応急 水実施中（関西・県内の17水道

業者（ 水車22台）、自 隊及び民

間 業）※３ 

【広島県】 

福山市
や ま し

 171 0 7 7～14 水 、水道 が破損 

広島県 業局※１の 水が 止 

安芸
あ き

高田市
た か た し

 1,321 0 7 7～10 水道 が破損 

海田町
かいたち う

 6 0 7 7～11 水道 が破損 

大崎
おおさき

上島
かみじま

町
ち う

30 0 7 8～11 に う 水ポ プ 止 

神石
じんせき

高原町
こう んち う

 14 0 7 8～11 水道 が破損 

三次
み よ し

市
し

660 0 7 7～12 水道 が破損 

【山口県】 

市
かりし

 13 0 7 7 

水道 が破損 

周南市
し うなんし

 9 0 7 6～7 水道 が破損 

岩国市
い わ に し

 181 0 7 7～11 水道 が破損 

周防
す お う

大島町
おおしまち う

 40 0 7 7～14 水道 が破損 

【徳島県】 

三 市
み よ し し

 513 0 7 7～15 水道 が破損 

【香川県】 

三 市
み と よ し

 30 0 7 6 

水道 が破損 

まんのう 町
ち う

18 0 7 7～8 水道 が破損 

【愛媛県】 

市
や わ た は ま し

 371 0 7 7～8 

水道 が破損 

松野町
まつのち う

 74 0 7 7～8 水道 が破損 

愛南町
あいなんち う

 20 0 7 9 水道 が破損 

伊方町
いかたち う

 271 0 7 7～11 水道 が破損 

内子町
うちこち う

 17 0 7 7～13 水道 が破損 

今治市
い ま り し

 336 0 7 7～13 水道 が破損、 によりポ プ 止 

【 高 知 県 】 

万 市
し ま ん と し

 74 0 7 3～4  

7 9 

取水口の土砂  

水道 が破損 

香南市
こ う な ん し

 356 0 7 6 水道 が破損 
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市
す も し

 9 0 7 9 

香 市
か み し

 499 0 7 5～10 水道原水（ 流水）の 度上 、水道

が破損 

大月町
おおつきち う

 413 0 7 9～13 

【福岡県】 

市
い い か し

 2 0 7 6 

水道 が破損 

北九州市
きたき うし うし

 1,640 0 7 6～7 水道 （水 ）が破損 

【 長 崎 県 】 

島市
ご と う し

 3,306 0 7 3～4 

に う 水ポ プ 止等 

西海市
さ い か い し

 925 0 7 3～4 に う 水ポ プ 止 

佐世保市
さ せ ぼ し

 7 0 7 3～4 倒 による 水 破損 

合計 262,322 160,612 

※１ 広島県 業局（広島県内10市５町及び愛媛県内１町に水道用水を供 ）

・宮原 水 への 水ト が 。

・本 取水 が水 し機 止。

※２ 南予水道 業団（愛媛県内３市１町に水道用水を供 ）

・吉田 水 が土砂崩れで埋 。

・三崎 水 への 水 の崩落は、 設 が 。

※３ 岡山県倉敷市では９時～17時まで生活用水（ 用不 ）として 水中の

ため併せて応急 水も実施中。 

※４ きのない応急 水については、被災水道 業者が自らの 水区域

で応急 水を実施中。また、自 隊等、水道 業者以 が実施する応急

水については、把握できたもののみ している。 

(４) の被害状況（７ 12 11 00現在）

・広島県 い つかの で小規模の被害あり（ が壊れた、 が倒

れてきた等） が、市町村 で は対応できている状況で

あり、 に はなし。 

・愛媛県 愛媛県宇和島市の吉田 において、床下浸水、 水、土砂大

流入の被害あり。市内の他の で対応 なため、市全

体の に はない。その他の市町村については被害報

告なし。 

・岡山県 岡山県高梁市の高梁市 において床上浸水の被害あり。

の市町村の で対応 。また、 山市の 山市 町

において土砂流入の被害あり。市内の他の で対応

。県全体の に はない。 

・高知県、鳥取県、京都府、兵庫県、岐阜県 被害報告なし。
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(５) 中 予防対策

平成30年７月９日 け 知等で、避難所を設置している自治体に対

し、 中 対策について以下の を した。 

・ 避難所での 中 発生予防のため、継続的な 発の実施すること。

その には 省から 供した予防のポ トをまとめたリー

ト も活用すること。

※ 中 の発生（ いを ）の 期 から 生 省に情報共

有すること。（避難所での 中 発生時の な対応のため、 生

省として な対応を行う。） 

公 社団 人日本 生 会が、７月９日以降、福知山市、今治

市、広島市（計３回）、倉敷市（計２回）、 市、東広島市、竹原市

（計２回）、三原市、高梁市、 田島市、宇和島市、舞鶴市、尾道市（計

２回）、福山市、 市に対し消 用 コー 、 、 い て

等の 生用 を 次 供（発 ）。７月17日以降、 大な被害のあった岡

山県、広島県、愛媛県に入り、状況把握（情報収集）と 援等の

合せを実施予定。 

(６)日本政策 公庫への

日本政策 公庫の に関して、中小 業・小規模 業者の り

に重大な が生じないよう、平成30年７月６日 けで、 の 業務

についての を 。 

(７)関係団体への

・ 全国 生活 生 業組合連合会及び全国公 業生活 生

業組合連合会に対して、平成30年７月９日 けで、被災者等の

援等に関し、被災自治体から があった 合に 的な を行うこ

とを で 。 

・ 上 に 援については、岡山市（２ ）及び倉敷市（７

）で実施。また、入 援については、広島市（14 ）、呉市（３

）、福山市（２ ）及び宇和島市（３ ）で実施。（７月14日 18 00現

在） 

(８) 所における救援物 の取 い

所に対して、平成30年７月12日 けで、海 から 入される 等

のうち救援物 であることが確認されたものについては、 生 第27

に係る 出を しないものとする 知を発出。 
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(９）その他

７月14日に、都道府県・政令市・ 別区に対し、 機関等が公

の を取らな とも被災者に を開 することが であることを

明確 するための 務連絡を発出。 

４ 社会福祉施設等関係 

都道府県・指定都市・中 市に対し、大雨の影響による社会福祉施設等

の被害情報の収集とともに、 生 省 者への情報 供を 。また、

併せて都道府県等を じて、 内施設 者に対し、自治体が発令する警戒

情報に するとともに、「避難準備・高齢者等避難開始」が発令された 合

は、 な 避難するよう、 を （７ ６）。 

（1） 高齢者関係施設の被害状況

高齢者関係施設については、１７７施設で雨 りや床上浸水等の被害

があり、このうち２９施設で 用者が他の 護施設等、 、自宅に避

難中であり、現時点において、大きな問 は生じていない。 き続き情

報収集に める。 

府県 施設 別 
被害施設

数 

避難中の施

設数 
避難者数 避難先 

岐阜県 
護 人保

施設等 
２ １ ２８ 

１６人 

自宅１２人 

滋賀県 
別 護

人 ー 等 
２ ０ ０ ０ 

京都府 
別 護

人 ー 等 
１０ ０ ０ ０ 

大阪府 
別 護

人 ー 等 
４ ０ ０ ０ 

兵庫県 
別 護

人 ー 等 
１０ ０ ０ ０ 

岡山県 
別 護

人 ー 等 
４１ １０ ２５６ 

他の社会福祉

施設１３７人 

８９人 

自宅３０人 

島根県 

認知 高齢

者 ープ

ー

１ １ ８ 

他の社会福祉

施設２人 

６人 

広島県 
護 人保

施設等 
４１ ９ ８６ 

他の社会福祉

施設８０人 

６人 
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愛媛県 
別 護

人 ー 等 
１３ ５ ８０ 

他の社会福祉

施設７３人 

自宅７人 

山口県 
別 護

人 ー  
１ １ ９９ 

他の社会福祉

施設９９人 

福岡県 
有 人

ー 等 
４１ ２ ３６ 

他の社会福祉

施設、 、

自宅３６人 

佐賀県 
別 護

人 ー  
１ ０ ０ ０ 

沖縄県 
別 護

人 ー 等 
１０ ０ ０ ０ 

（2） 害児 者関係施設の被害状況

害児・者関係施設については、６３施設で床上浸水等の被害があ

り、このうち４施設で 用者が避難中であるが、現時点において、避難

先で大きな問 は生じていない。 き続き情報収集に める。 

府県 施設 別 
被害施設

数 

避難中の施

設数 
避難者数 避難先 

京都府 生活 護等 ２ ０ 
０ ０ 

大阪府 
後等

ー
１ ０ 

０ ０ 

兵庫県 生活 護 １ ０ 
０ ０ 

岡山県 
害者 援

施設等 
１４ １ 

１６人 １６人 

広島県 
害者 援

施設等 
２９ ２ 

２６人 他の社会福祉

施設２６人 

愛媛県 害者 援

施設等 

１０ １ ８人 一 業所の

２ ８人 

福岡県 害者 援

施設等 

４ ０ ０ ０ 

佐賀県 生活 護 １ ０ ０ ０ 

沖縄県 共 生活援

助 

１ ０ ０ ０ 

（3） 児 関係施設等の被害状況

児 関係施設については、８８施設で雨 りや床上浸水等の被害あっ

た。 き続き情報収集に める。 
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府県 施設 別 
被害施設

数 

避難中の施

設数 
避難者数 避難先 

京都府 
児 生

施設等 
３ ０ 

０ ０ 

大阪府 保 所等 １１ ０ ０ ０ 

岡山県 保 所等 ２５ ０ ０ ０ 

広島県 保 所等 ２４ ０ ０ ０ 

山口県 保 所等 １ ０ ０ ０ 

愛媛県 保 所等 ９ ０ ０ ０ 

福岡県 保 所等 １１ ０ ０ ０ 

長崎県 

後 児

等 

２ ０ 

０ ０ 

沖縄県 
児 護

施設等 
２ ０ 

０ ０ 

（4）その他

７月７日 け、 都道府県・指定都市・中 市に対し、社会福祉施

設等において、高齢者、 害者、子 も等の災害時 者の緊急的

な 入れ、避難者への対応を するとともに、 人間、関係団体と

の連 による職員の応援確保を 。 

また、７月９日、以下の関係団体に対し、上 についての を

。いずれも、状況に応じて 対応するとの回 があり、連 して

対応中。 

団体数 団体名 

高齢者関係 １５ ・日本認知 ープ ー 会

・全国 ープ ー 団体連合会

・全国 人福祉施設 議会

・高齢者住まい 業者団体連合会

・全国軽 人 ー 議会

・日本 護 援専門員 会

・全国地域 ・在宅 護 援 ター 議会

・日本在宅 護 会

・全国 業 組合中 会

・日本生活 組合連合会

・「民間 業者の を高める」全国 護 業者 議会

・市民福祉団体全国 議会

・全国小規模 機 宅 護 業者連絡会
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・24時間在宅 会

・全国 人保 施設 会

子 も関係 １６ ・日本保 会

・全国 保 連

・全国保 議会

・全国保 会

・全国児 護施設 議会

・全国 児福祉 議会

・全国児 自 援施設 議会

・全国児 心 治 施設 議会

・全国自 援助 ー 議会

・全国 子生活 援施設 議会

・日本 リー ー 議会

・全国 人保護施設等連絡 議会

・日本子 も・子 て 援 ター連絡 議会

・子 て ろ 全国連絡 議会

・全国 保 連絡 議会

・児 全 成 団

害 児 ・ 者

関係 

３２ ・日本知的 害者福祉 会

・全国 体 害者施設 議会

・全国社会 ター 議会

・き うされん

・日本 プ ター

・全国 業 援 ト ー

・全国 行 援 業所連絡 議会

・ 継続 援Ａ 業所全国 議会

・日本 援専門員 会

・全国 神 害者地域生活 援 議会

・全国地域生活 援 ト ー

・全国地域で らそう ト ー

・ 害のある人と援助者でつ る日本 ープ ー 会

・全国 をつな 成会連合会

・ 害児・者 援 業全国連絡 議会

・日本 体不自 児 会

・全国重 心 害児（者）を る会

・日本重 心 害福祉 会

・全国 体不自 児者施設運 議会

・全国 ろう難 児施設 議会

・全国児 発 援 議会

・全国発 援 業連絡 議会

・全国 体不自 児者 の会連合会

・全国重 心 害日中活動 援 議会

・日本 ト ー 会

・日本 会

・日本自 会
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・発 害者 援 ター全国連絡 議会

・日本発 援 ト ー

・全国 害者情報 供施設 会

・全国 害者情報 供施設 会

・日本 人社会福祉施設 議会

その他 ３ ・全国社会福祉 人 者 議会

・日本 護福祉 会

・日本社会福祉 会

７月１２日 け、 都道府県・指定都市・中 市・児 所設置市に

対し、社会福祉施設等の災害 業について、災害 の 議 を

出前でも、 等の が である を周知し、施設の 期

について 。 

７月１４日 け、 都道府県・指定都市・中 市に対し、社会福祉施設

等に対する 護職員等の派遣に係る 用の取 いについて、 等が災害

救助 から される 合がある を周知。 

７月１４日 け、 都道府県・指定都市・中 市に対し、災害派遣福祉

ー の活動内 や 性等について、 内市町村等に対し周知を るよ

う するとともに、関係団体との 的な連 を ること等により、避

難者に対する 援体制の確保し 援体制を 備することを 。 

５ 心の 神 関係 

都道府県・指定都市に対し、大雨の影響による 神 の被害状況及

び ＡＴ活動状況に関する情報の収集に めるとともに、 生 省

者への情報 供を (７ ６)。  

(1) 神 等の被害状況

    （広島県） 

・広島市の１ で床上浸水、 者を別棟に 動、 。１ が

河川 で周 道路が浸水したが、 状況ではな 、 水等の 援

を けているところ、７日に のため４名、９日に２名、１２日に３

名の 者を広島県 が別の へ 。 被害なし。

・呉市の３ で ・水の不 ったが、１０日に県の により

、水を運 み。

(岡山県) 

・岡山県高梁市の１ で 水、応急 水で対応、９日以降に 不

の があったが、他 から救援物 等を け、数日は心 がな

なった。 的な問 なし。
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(2) の状況

・ 神 、 護 、 床心 等 神 の専門家により 成され

る ー で被災地にて公 生 ー と連 し、被災者の 神 、

タ 等の 援を実施。

・ 本的には、被災 への 援、他の への 者の 、

避難所における 神 ー の情報収集や 等を実施。

岡山県 ・岡山県 調 本部は13日で

・1 へ物

・13日で 活動は 。14日から、 から保 活動に重点

を したこころの ー 1隊が活動、14日は総社市の避難

所で活動、2名の 対応を実施。15日は総社市、倉敷市の避

難所で活動、１名の 対応を実施。16日は2隊活動予定。

広島県 ・広島県 調 本部設置

・広島市１ の 者9名を別 に

・広島市や熊野町の避難所で延べ21名の 対応

・15日は広島県 4隊が熊野町、海田町、呉市、坂町の避難所

で8名の 対応等を実施、島根県 1隊が本部活動を 援。

16日は広島県 2隊が熊野町、海田町、坂町、呉市の避難所

で活動予定、2隊 機予定。 

愛媛県 ・愛媛県 調 本部設置

・愛媛県 1隊が 機中

（3） 口の開設状況

・岡山県 岡山県 神保 福祉 ター（岡山県岡山市）

・広島県 広島県総合 神保 福祉 ター（広島市安芸郡）

・広島市 広島市 神保 福祉 ター（広島市中区）

・愛媛県 愛媛県心と体の ター（愛媛県松山市）

６ 保 生関係 

(1) 人  

【岡山県】 

・倉敷市 浸水、 による 不 報告は１施設( 90名、入 ９名)。

及び入 の 者は、周 施設で対応している。施設の

には、１～２ 月程度 する見込みであり、 入機関への業務

援については、日本 会等により 成されている日本災害

時 援 ー （ ）から 等の派遣を調 中。 
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【広島県】 

水の影響に関する報告 13施設 

水 援を けて 実施中 10施設 

水 援を けずに 実施中 ３施設 

・尾道市 水の影響に関する報告は５施設。このうち、３施設は、水道局

や自 隊による 水を し対応中。２施設は、周 施設で対応

中。尾道市海 部で7月14日より 水開始を け、1施設では

用に け水 を確認中。 

・三原市 水の影響に関する報告は３施設。このうち、２施設は、

を調 する等で対応中。１施設は、周 施設で対応。３施設

は、自 隊による 水を し対応中。三原市 町・宮 で7月14

日 後より 水開始を け、2施設では 用に け水 を確認

中。 

・呉市 水の影響に関する報告は３施設。このうち、１施設は、50名の

者が により 不 となったため、 の確保や

周 施設で対応中。２施設は、水道局や自 隊による 水を

し対応中。呉市 賀・広地区で7月14日 後より 水開始を け、

2施設では 用に け確認中。 

・ 田島市 水の影響に関する報告は２施設。このうち、１施設は、６名

が により 不 となっていたが、 常 り

となった。２施設は、水道局や自 隊による 水を し対応

中。 

・広島市 浸水の影響に関する報告は１施設。浸水のため が不 となっ

ていたが、 常 り となった。 

のため 不 の 者ありとの報告が２施設。周 施設

で対応中。 

・ 原市 １施設、周 地域にて土砂災害 数あり、土砂のため 不 の

者３名は、別 ートで 。 

・東広島市 のため、 不 の 者（２名）ありとの報告が１施

設。周 施設で対応中。 

・府中市 のため、 不 の 者ありとの報告が１施設。周 施

設で対応中。 

水にあたっては、 前に県の 者と地元市の 者が情報共有するよ

う 。 

【愛媛県】 

・大 洲 市 浸水の影響に関する報告が１施設。浸水のため が不 と

なっていたが、 常 り となった。
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数の施設について自宅の被災等で 不 の 者がいると

の報告あり。入 や周 施設で対応中。 

・西 予 市 数の施設について自宅の被災等で 不 の 者がいると

の報告あり。入 や周 施設で対応中。 

 被害状況については、これまでに 別警報が発令された佐賀県、長崎県、

福岡県、鳥取県、広島県、岡山県、兵庫県、京都府、岐阜県、高知県、愛媛

県の 者、日本 会(上 以 の府県の情報を )と 連絡中。情

報は、がん・ 対策 を めた三者で共有し、対応が であれ めに

することで認 共有。 

国や他府県からの 援や 水の 性を確認し、人 を 機関

の 水の状況について、県や関係省庁と情報共有しながら対応中。 

き続き、 者集中回避な 、 な対応も めて、情報収集に める。 

(2) について

・ 間・ 日における 派遣調 の 先について 都道府県へ 務

連絡を 。

・岡山県・広島県より の派遣 があり。 機 対応をして

い 本県の指 調 機 が しており、県内の体制が不 分である

と したため、応援・派遣調 の があったもの。

【派遣状況】 

（※）愛知県、大分県、熊本市の３自治体が１ 間 代で派遣期間中１ ー を 成。 

(3) 被災者の

保 の活動

・ 間・ 日における保 派遣調 の 先について 都道府県、保

所設置市、 別区へ 務連絡を 。

・岡山県・広島県以 の被災都道府県からの保 の派遣 なし。

・ 県に対し保 派遣の 性について いたところ、岡山県・広島

県から保 の派遣 があり、 生 省において調 を行った。

・岡山県における保 活動の状況を ま 、12日より更に5 ー の派遣

の調 を行った。

派遣先 活動 所 ー 数 派遣期間 派遣元 

岡山県 倉敷市で活動 1 7月12日～31日 長崎県 

広島県 呉市、東広島

市、三原市を中

心に活動予定 

4 7月17日～8月3日 県、東京都、

市、愛知県（※）、大分

県（※）、熊本市（※） 
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・広島県における保 活動の状況を ま 、14日より更に2 ー の派遣

の調 を行った。

【岡山県】 計16 ー  

派遣先 活動 所 ー 数 派遣元 

岡山県 倉敷市 14 愛知県、香川県、徳島県、高知県、長崎県、神

市、 路市、福岡県、福島県、滋賀県、奈良

県、三重県 

総社市 1 岡山県 

県庁 1 和歌山県 

【広島県】 計17 ー  

派遣先 活動 所 ー 数 派遣元 

広島県 海田町 1 台市 

熊野町 2 山口県 

坂町 2 兵庫県、島根県 

呉市 4 静岡県、名 屋市、さいたま市 

東広島市 2 宮 県、 市 

竹原市 2 県、新 市 

三原市 3 新 県、東京都、宮崎県 

県庁 1 熊本県 

※派遣元については、県内市町村を 合がある。

・県内の避難所等において、避難者の 援業務にあたっている。

・岡山県・広島県以 の被災都道府県からの保 の派遣 なし。

・ 間・ 日における保 派遣調 の 先について 都道府県、保

所設置市、 別区へ 務連絡を 。

・避難所における保 等の 回等を開始。

・岡山県・広島県より、 内の被災市町村へ保 を派遣。

・愛媛県の県保 所、松山市保 所、県 大 護 部 員で 成

される ー を大洲市、西予市へ派遣。

・避難所での 中 予防に関するポ ターの 示や、保 等の 回に

おいて に応じてリー トを 別に し、予防 発を実施

中。

・ コ ー の予防について、避難所でのリー トの

示や 、動 の 内により活動を実施中。

大雨等により避難所が開設された 合に保 活動を行う保 等に けて、

以下の 務連絡を都道府県、保 所設置市、 別区に 。

・「避難所生活を ごされる方 の に関する 」

・「 避難所情報の 様 について」

・「被災地における 中 予防について（周知 ）」
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・「避難生活を ごされる方 の 部静 （いわ る

コ ー ）の予防について」 

・「避難生活を ごされる方 の 部静 （いわ る

コ ー ）の予防のための動 について」（ 生

省 ー ー にも動 を ） 

 

ー への対応状況については、大雨 別警報が された11

府県（岐阜県、京都府、兵庫県、鳥取県、岡山県、広島県、愛媛県、

高知県、福岡県、佐賀県、長崎県）の 部局に対し、避難所な に

おける ー の不 な の が、 市区町村から ていない

か うかについて確認し、いずれの府県においても、 ー に

関しての は上がってきていないとのことであった。 

また、上 府県に対しては、7月9日に日本小児 ー 会が作

成している「災害時のこ もの ー 対応 ト」お

よび「災害時子供の ー 対応ポ ター」の共有を行い、避

難所における ー 対策の周知を した。 

７月９日 けで、「避難所等における ー を有する被災者

への対応について」の 務連絡を発出し、都道府県に対し、避難所に

おいて ー を有する方に関し、以下の点について対応いた

ように 。 

・避難所における ー対応についてのポ ター 示 

・避難所において ー 者への 的対応が になった

の対  

 

7月13日 けで、「平成30年7月豪雨を けた 示 に

示 準の運用について」の３省庁連名 長 知を発出し、都道府

県、保 所設置市、 別区の 示 部（局）長に対し、

示に関し、以下の点について対応いた ように 。 

・災害救助 の 用を けた被災地において、 示 準を

的に運用 

・ ー 示や消 期 については、被災者の による

被害を防止することが より重 なため、これまで おり、取

りの対象 

 

予防対策について 

・ 務連絡「平成30年台風第７号及び前線等に う大雨に係る被害地域

（河川 ・浸水等）における 予防対策について」で、都道府

県、保 所設置市、 別区に対し、 の予防 、浸水後の 生対

策や消 方 等について、 内の市町村や住民への周知等、対策の
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に めていた よう した。（7 8） 

・「避難所内のト の 生 について」及び「浸水した家屋の

対策」等のリー トを 省 に するとともに、都道府県、

保 所設置市、 別区に対し、 内の市町村や住民への周知等、対策

の に めていた よう した。（7 11） 

・岡山県、広島県、愛媛県及び 内の保 所設置市より消 の不 状

況を把握。不 がある 合には、 トコ ト ー 会や と連

し対応。（7 10～）

被災された方 への ・ 生活の 援として、公 社団 人日本

会に の 務連絡を発出。その中で、 ー 等 別

の対応が な方 に、 ー に応じた 等を 供する体制の 備

として ー の設置を 。

公 社団 人日本 会が岡山県、広島県、愛媛県内の以下の 所に

ー を設置。 

・岡山県 人作  らしき作 大 （7 13 ）

・広島県 公 社団 人 広島県 会 務局（7 11～）

・愛媛県 公 社団 人 愛媛県 会 務局（7 12～）

の供 について、社会福祉 人 団 子愛 会及び

３社に対して、安定供 に関する の 務連絡を

発出。

(4) 人 在宅 者

・ 自治体を じて大規模 発生の 性のある地域の在宅人

用 者の状況を確認。 き続き、最新の情報把握に める。

（確認状況）

愛知県、岐阜県、京都府、奈良県、兵庫県、大阪府、島根県、 

鳥取県、岡山県、広島県、山口県、愛媛県、高知県、福岡県、 

佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、鹿児島県 在宅人  

用 者への による被害がないことを確認 み。 

・ 者団体（（一社）日本難 ・ 団体 議会）の西日本の 部を

じて、情報を収集 による被害の確認なし。

・ ー ー（15社）を じて、 用者への影響の状況を確認 によ

る被害の確認なし。

(5) その他

指定 機関、 原体 施設の被害状況

現時点で被害報告 し。 き続き情報収集に める。

保 生施設等
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現時点で被害報告 し。 き続き情報収集に める。 

７ 局、 、 用 、 物 物関係 

（1） 局、

209 の 局で浸水被害等が発生。

開局できない 局が39か所あるが、 の供 については、周 の

局等により地域で ーされており、現在のところ の供 に

は生じていない。 

広島県 会では、７月９日（月）から県内の５地区（広島 坂

呉 尾道 三原）に公 生 ー として を派遣し、活動中。ま

た、その他の地区においても が避難所の状況の確認を行って

いる。 

広島県では、７月11日（水）から ー ー（災害対策

供 車 ）１台が呉市内において活動中。 

岡山県 会では、他の 関係者と し、７月10日（ ）から

倉敷市内の避難所の 回を開始し、 に関する 等に対応してい

る。 

岡山県では、避難所で される災害 方 の調 に対応するため、

７月11日（水）から岡山県 会により、 設の調 所が倉敷市保

所に設置された。 

岡山県では、７月11日（水）から ー ー（災害対策

供 車 ）１台が倉敷市内において活動中。 

愛媛県 会では、他の 関係者と し、７月11日（水）、12日

（ ）に大洲地区の避難所や 機関の 回した。 

愛媛県 会では、７月14日（土）から宇和島地区の避難所を 回

中。 

き続き情報収集に める。

床上浸水 床下浸水等 

広島県 広島市10  

(４ は開局不 ) 

呉市22 (17 は浸水、 水

等で開局不 ) 

福山市12 (詳細不明) 

ほか６ (詳細不明) 

岡山県 岡山市15 （詳細不明） 

倉敷市９ （開局不 ） 

山市２ （詳細不明） 

井原市１ （詳細不明） 

高梁市２ （１ 開局不 ） 

 



23 

町１ （詳細不明） 

愛媛県 宇和島市３ ( 開) 

今治市１  

大洲市14 (５ は開局不 ) 

松山市２ （開局 ） 

北宇和郡松野町２  

西予市野村３  

(１ は 水により開局不 ) 

京都府 舞鶴市５(開局 ) 

福知山市３(開局 ) 

亀岡市１(開局 ) 

南 市１(開局 ) 

福岡県 福岡市２(開局 ) 

市１(開局 ) 

新宮町１(開局 ) 

賀市１(開局 ) 

小郡市１(開局不 ) 

市３(開局 ) 

北九州市14(１ 開局不 ) 

市１(開局 ) 

48 （いずれも開局 。雨

等を 。） 

山口県 岩国市２ （開局 ） 

市１ （開局不 ） 

下松市２  

下関市３  

兵庫県 市１  

高知県 市１ (開局 ) 

（2） 用 の供

日本 社に確認したところ、現時点で 用 の安定供 等に

は出ていない。 き続き情報収集に める。 

（3） 物 物 （ 入）業における 物 物取 施設関係

広島県の 業で１ 、及び 業で６ 、愛媛県の 業で４ 、兵庫

県の 業（ 業 もあり）で１ の被害報告あり。このうち、兵庫県

の 業では、 物の流出 が１ 発生（た し、周 の水 への影

響は低いと われる）。その他は現時点で 物 物の流出等の は し。

き続き情報収集に める。 

被害状況 

広島県 広島市５ （ 業）  

（ 物の保 庫の水 １ 、床上浸水４ ） 

田島市１ （ 業） 水 
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呉市１ （ 業） 物の保 庫の水  

愛媛県 大洲市２ （ 業） 床上浸水 

宇和島市２ （ 業） 土砂流入（詳細確認中） 

兵庫県 たつの市１ （ 業及び 業 あり） 床上

浸水、 物流出 発生 

※周 の水 への影響は低いと われる。

８ 害者福祉関係 

(1) 用者関係

被災した 援護 害者等への対応について

・ 高知県、鳥取県、広島県、岡山県、京都府、兵庫県、愛媛県、岐阜

県、島根県及び福岡県に対して、被災した 援護 害者等について、市

町村より の （被災し、 用者負 をすることが 難な者につい

て、 用者負 の ができるな ）をお いするとともに、被災した

害者等への避難所等における情報・コ ー 援に

ついて、 体的な方 や 等の を周知（高知県 ７月６日 け、鳥

取県、広島県、岡山県、京都府、兵庫県及び愛媛県 ７月７日 け、岐

阜県 ７月９日 け、島根県及び福岡県 ７月１３日 け）。

・ ７月１０日 で、都道府県等に対して、避難所等で生活する 害児者に

害の 性に応じた を行うことを 。

７月１３日 で、 害福祉 ー 等の 用 に関し、 な方について

に 用 の いの 予を行うよう都道府県等に 。

７月１３日 で、 害福祉 ー 等の 用 の 等の実施について都道

府県等に ・ 確認 。 

(2) 業者関係

７月９日 で、市町村が 害者（児）についての安 確認を行うととも

に、 援 業者等と連 しつつ、 な ー 供につな る を都

道府県等に 。 

７月９日 で、高知県、鳥取県、広島県、岡山県、京都府、兵庫県、愛媛

県及び国保連に対して、６月 ー 供分の 護 等及び 害児 所

等の の取 い（ 算で してもよい 等）について、 務連絡

を発出。

７月９日 で、被災地域の児 福祉施設等に入所する 害児等の広域的な

入体制の や、 害児等に係る 用 収の 置等を行っても

し ないこととした。 

７月９日及び１０日 で、一時的に避難をしている 用者等に対する以下

の な ー 供方 を報 の算定対象としても し ないこととし
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た。 

・ 避難所において 宅 護等を 供した 合も報 の対象とすること

・ 害者 援施設等が定員を して 用者を け入れた 合でも所定

の報 の ができること 等 

７月１０日 で、被災地に応援職員を派遣する児 福祉施設等（派遣元施

設）において、被災地に職員を派遣したことで派遣元施設における職員が一

時的に不 し、人員 置 準を たさな なる 合等であっても、 算しな

いな に取り って し ないこととした。

７月１２日 で、被災地に応援職員を派遣する 害者施設（派遣元施設）

において、被災地に職員を派遣したことで派遣元施設における職員が一時的

に不 し、人員 置 準を たさな なる 合等であっても、 算しないな

に取り って し ないこととした。

７月１３日 で、社会福祉 人が として （ 援 ）を 出する

ことを認めることとした。 

(3)その他

７月１０日 で、 都道府県等に対して、 別児 等の認定等に

係る 出 の省 や所 制 等についての 置について 。 

９ 護保 関係 

（1） 用者関係

被災した 護高齢者等への対応について

７月６日 けで、高知県（ 内市町村）に対して、被災した 護高齢者

等について、 別な対応（被災し、 用 や保 の負 をすることが 難

な者について、 用 の や保 の ができることや、 護保 施設

等で災害等による定員 用が認められることな ）について周知し、

の を 。 周知、 を行ったことにつき、 都道府県にも連

絡。 

また、 日 で、 都道府県および被災地市町村に対し、被災者は被保

者 等を 示しな ても 護 ー を 用できるよう対応することを

とする 務連絡を発出。 

さらに、７月７ で、鳥取県、広島県、岡山県、京都府、兵庫県及び愛媛

県（ 内市町村 。）に対して、 の 務連絡を発出。 て、７月９

で、岐阜県（ 内市町村 。）に対して、 の 務連絡を発出。 

て、７月12日 で、福岡県・島根県、７月13日 で山口県に対して

の 務連絡を発出。 

７月11日 けで、被災した認知 の人や家 が避難所等で安心して ごせ

るよう に係る 、 援 な を避難所に周知するよう、避
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難所設置府県に 。 

７月11日 けで、避難所等における心 の機 の低下の予防に係る

な を避難所等で活用するよう、避難所設置府県に 。 

７月11日 けで、 用 の 等の実施について保 者に ・ 確認

。 

７月12日 けで、 口での 用 いの 予等についての 務連絡につ

いて保 者に周知。

７月13日 けで、 口での 用 いの 予等についての 護 ー

業所 けのリー トを保 者に 。

７月13日 けで、一部保 者の被保 者を き、住宅全半壊・床上浸水等

の に合 している被保 者については、 口で し てれ 用 の

が となる の 用者 けリー トを保 者に 。

７月13日 で、避難生活のため 期入所生活 護等を 用し区分 度

準 を したときは、 期入所生活 護等を行う 業所が福祉避難

所である 合は、福祉避難所として救助を行う日は災害救助 を、 期入所

生活 護等を行う 合は 護報 を するものとすること等を 都道府県

に 知。 

（2） 業者関係

７月９日 けで、 都道府県に対し、今 の台風等により 護 ー

供 を 等した 合において、 護報 の 算 を とすること及

び 常の方 による の 合の 出期 を延長すること（７月10→７月17

日）な を とする を周知。 

７月10日 け 務連絡で、 都道府県、政令市及び中 市に対し、被災地

に職員を派遣したことにより職員が一時的に不 した 合における 護報

、人員 準等について な取 いを行うよう 。 

７月10日 けで、避難を する 護者等が別の地域の地域 ー

を 用する 続きを 後的に行う等 に取り うことが である 都

道府県等に周知。 

７月10日 けで、 援護高齢者等の安 確認と な 援の実施及び 護

援専門員等の広域的な確保について都道府県に周知。 

７月11日 け 務連絡で、社会福祉 人による （ 援 ）の 出に

ついて、 的に所定の を たす 合には 出を とする を示し、

都道府県等に対応を した。 

７月11日 けで、 護保 ー 係る 護報 の算定 等の な

取 いについて都道府県等に周知。 

７月13日 務連絡で、被災地域の 人福祉施設等に入所する高齢者の広

域的な 入体制の や、 高齢者に係る 用 収の 置等が行 る

を周知するよう都道府県等に した。 
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７月13日 け 務連絡で、被災した方を け入れる施設へ定員 な に

係る な取 いの周知を めるための、 業所 けの対応をまとめたお知

らせについて、都道府県等や関係団体に し、 護 ー 業所に対す

る周知を した。 

10 児 福祉関係 

(1) 用者関係

７月６日 けで、 都道府県等に対して、被災者に関する以下の取 いにつ

いて の を 。

・保 所等を 用している方 等で、保 を負 することが 難な者に

ついて、保 の ができること等

７月８日 けで、 都道府県等に対して、被災した 及び 児への対

応について、以下の について の を 。

・保 ・助 等が 援する に、保温、 、 防止、 な

、 に した 援な を継続的に行うこと

７月８日 けで、 都道府県等に対して、被災者に関する以下の取 いにつ

いて の を 。

・ 子 の 及び 、 児に対する 査等の 子保

ー について、住民 の有 にかかわらず、避難先である自治体にお

いて に けられるよう に対応すること 

・児 福祉 による助 の実施について、 に助 施設がない 合等や

を ない があるときは助 施設以 で助 の実施を行っても し

ないこと 

７月１０日 けで、 子 生 会に対して、避難所等での生活を な

されている被災した 及び 児に、 な の な 援物 が行

き よう 援物 の供 に たって を 。

７月１０日 けで、 都道府県等に対して、 生 省 ー ー 等に

している災害時の 子保 対策に関する 等について情報 供。

(2) 業者関係

７月９日 けで、 都道府県等に対して、被災地に応援職員を派遣する施設

（派遣元施設）において、被災地に職員を派遣したことで派遣元施設におけ

る職員が一時的に不 し、人員 置 準を たさな なる 合等の、人員及

び設備等の 準の 用を、 に取り って し ない を周知。

７月９日 けで、 都道府県等に対して、児 所が被災地域において

援を としている子 も等の把握に め、関係機関と連 して 援を行う

体制を するとともに、被災地域における子 も等への 援を 的

に行うよう 。
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(3) その他

７月９日 けで、 都道府県等に対して、被災した 援護者への対応につい

て、以下の について の を 。

・被災地域の児 護施設等に入所する児 等の広域的な 入体制の

・ 児 等に係る 用 収の 置等が行 る 等

７月９日 けで、 都道府県等に対して、被災者に関する以下の取 いにつ

いて の を 。

・児 の認定等に係る 出 の省 や所 制 に係る 置

・ 子 子 福祉 に係る の いの 予 等

７月１３日 けで、 都道府県に対し、被災者に関する以下の取 いにつ

いて の を 。

・保 成施設において、豪雨の影響により 等をした 生に対し

て、 等により保 の取 に が出ないようにすること。

11 保 関係 

（1） 知等の発出状況

7月6日  都道府県等に対して、災害により被災した被保 者に係る保

（ ） 一部負 の を行うことができる を周知。 

※「「災害により被災した国民 保 被保 者に係る国民

保 （ ）等の取 いについて」の 周知について」

（平成30年7月6日 け 生 省保 局国民 保

務連絡）を 。

※平成25年5月に発出した 務連絡を 周知。

7月6日  都道府県等に対して、災害により被災した被保 者に係る保

（ ）・一部負 の を行うことができる を周知。 

※「平成30年台風第7号及び前線等に う大雨による災害に係る

後期高齢者 制度の一部負 及び保 の取 いについ

て」（平成30年7月6日 け保 局高齢者 務連絡）を

。

7月6日  全国 保 会、 保 組合、社会保 報

及び地方 生（ ）局に対して、災害その他の 別の 情

がある被保 者に係る一部負 等の 収 予及び を行

うことができる 等を周知。 

※「災害により被災した被保 者等に係る一部負 等及び

保 の取 い等について」（平成30年7月6日 け保
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局保 務連絡）を 。 

7月6日  被災に い被災者が被保 者 を保 機関に 示できな

い 合においても 保 による が である につい

て、関係者に対する周知を、関係団体、都道府県、地方 生

（ ）局に 。 

※「平成30年台風第7号及び前線等に う大雨よる災害の被

災者に係る被保 者 等の 示について」（平成30年7月6

日 け保 局 務連絡）を 。

7月6日  公 負 (原 、 、難 、小 、 定 、

等)について、 者 等がな ても でき、緊急の 合は

指定 機関以 の 機関でも できる取 いとする

を都道府県等に連絡 

※「平成30年台風第７号及び前線等に う大雨による災害に

よる被災者に係る公 負 の取 いについて」（平成30

年7月6日 け関係 連名 務連絡）を 。

7月9日  報 の期日延長及び被災により 等が した

合等に 報 の 算 ができることや、定数 入

等に係る 報 上の 等について、 機関等への周知

を、関係団体、都道府県、地方 生（ ）局に 。 

※「平成30年台風7号及び前線等に う大雨による被災に

う保 関係等及び 報 の取 いについて」（平成

30年7月9日 け保 局 ・ 局 人保 務連

絡）を 。

7月10日  被災に い 子 プト が 難な 合は、 による

プト について、 プトの 日に 出をすれ よ

い を社会保 報 、国民 保 中 会及

び関係団体に周知するとともに、 機関等への周知を

。

※「平成30年台風第7号及び前線等に う大雨による災害に

う の 等の による について」（平成30

年7月10日 け保 局 護連 政策 保 高

度 室 務連絡）を 。

7月11日  機関等の 口での一部負 の 等の実施について、

保 者に対して するとともに、 等の実施の を

確認、報告するよう 。 
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7月12日  災害救助 の 用範囲の 大に い新たに 用対象となった

保 者に対して、一部負 の 等の実施について

するとともに、 等の実施の を確認、報告するよう

。 

7月12日  機関等の 口での一部負 いの 等の実施につ

いて、 機関等への周知を、関係団体、都道府県、地方

生（ ）局に 。併せて、これらの取 いに係るリー

トを作成し、これらの団体等に するとともに、

これを 機関等に し、 内 示等を すよう 。 

※「平成30年７月豪雨による被災者に係る一部負 等の

取 いについて」（平成30年7月12日 け保 局

務連絡）を 。

7月12日  機関等の 口での一部負 の 等の取 いを定め、

保 者に対して対応を 。 

※「平成30年７月豪雨で被災した被保 者の一部負 の取

いについて」（平成30年７月12日 け保 局国民 保

・高齢者 務連絡）を 。

7月13日  住宅全半壊・床上浸水等の に合 している被保 者につ

いては、 機関等の 口で し てれ 一部負 の

が となる の 者 けリー トを作成し、都道府県

等に し、 内の保 者への周知を するとともに、被

保 者や関係者への周知・広報を 。 

※「平成30年７月豪雨で被災した被保 者の一部負 の取

いの周知について」（平成30年７月13日 け保 局国民

保 ・高齢者 ・ 局 護保 計 務連

絡）を 。

7月13日  災害救助 の 用範囲の 大に い新たに 用対象となった

保 者に対して、一部負 の 等の実施について す

るとともに、 等の実施の を確認、報告するよう

。 

7月13日  機関等の 口での一部負 いの 等の実施につ

いて、実施の の報告があった保 者の 大を ま 、こ

れを 機関等への周知を、関係団体、都道府県、地方 生

（ ）局に 周知。併せて、これらの取 いに係るリー
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トを改定し、 するとともに、これを 機関等に

し、 内 示等を すよう 。（ 務連絡その２・そ

の３を ） 

7月14日  機関等の 口での一部負 いの 等の実施につ

いて、実施の の報告があった保 者の 大を ま 、

機関等への周知を、関係団体、都道府県、地方 生（ ）

局に 。併せて、これらの取 いに係るリー トを改

定し、 するとともに、これを 機関等に し、 内

示等を すよう 。（ 務連絡その４を ） 

※現時点で、 機関等の 口での一部負 の 等を実施している保

者は、国民 保 では101市町村、11国民 保 組合（うち1組合は

予のみ）、後期高齢者 では11広域連合、被用者保 では 会けん 、

520 保組合（ 予のみ）。（これらの保 者の詳細については 生 省

「平成30年7月豪雨関連情報」における「平成30年7月豪雨で被災された

様 の 機 関 等 で の の の ご 負 が 予 さ れ ま す 」

（ 0000122592 00

001 ）に 。）

12 年 関係 

7月9日   市町村等に対して、災害により被災した被保 者に係る保

の を行うことができる を周知。 

※平成16年12月10日に発出した「災害に う国民年 保

の 務（ 知）」の 周知について、平成30年7月9日 け

生 省年 業 長 知を 。 

7月11日   ( )福祉 機 が行う年 保 について、任 上

後の 入 込み制 の 和と一定期間の の 予な

変更ができる を( )福祉 機 が 機関に周

知。 

7月13日   市町村等に対して 務連絡を発出し、災害救助 が 用さ

れた地域に住所を有する 害年 の 者等について、後

日、 生 大臣告示により、 害状 確認 等の 出期 を

延長する予定である を周知。 
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13 関係 

（１） 業活動及び 用への影響

・ ７月10日より、災害救助 用対象地域に所在する 業所に対して、

業活動への影響及び 用への影響について、調査を実施。 

・ 調査の 程や 局・ 準 ・ ー ー に せられた

等を として、 等のおそれがある を把握した 合は、

等に係る ー を周知するとともに、 用保 の 置及び 用調

助成 を周知し、豪雨被害を とする安 な 等を行わないよう

に きかけを実施。

・ 業活動への影響が生じている 業所の 業者や 者の方 に

としていた けるよう「平成30年７月豪雨による被害に う 準

や 約 に関する Ａ」を公 （７月12日）。 

（２） 災害関係

災害発生状況

・７ ５ 砂 の 水 の まりの 作業中に流された 者１名が死

亡（兵庫）

・７ ６ 行止め作業中に増水した川に流され 者２名が死亡（岡山）

・７ ６ 水の影響による の 発（ 者の被災者なし）（岡山）

・７ ７ 内に流入した土砂によって生き埋めとなり 者２名が死亡

（岡山）

災害防止対策等

・ 関係 局に対し における 災害防止対策の について

長 を７月11 けで発出。あわせて建設業 災害防止 会ほか建

設業 に対して を行った。

・ 局を じ、 の方を めて防じん や タ

トな の保安用 を 予定。７月13日から岡山、広島、愛媛。その他

の地域でも 次 予定。 

・ 被災地の 業保 総合 援 ターにおいて、 業者、 者及びそ

の家 等被災された住民に対する タ ヘ ・ に対応予定

（ 等周知準備中）。

（３） 災保 関係

・７月９日  今回の大雨による被害により、 災保 における

業 明や 機関の 明が けられな とも を するよう、

都道府県 局に指示。

・７月９日  保 等の 予 置等を行うことができる 、都道府県

局に周知。（ 務連絡「平成30年７月豪雨の被災 業 に係る 保

等の取 いについて」）
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・７月１０日  災 等 の期日延長及び被災により 等を

は 損等した 災 等を することが 難な 災指定 機関につ

いて、 的な を認める の周知を行うことな を都道府県 局に指

示するとともに、本取 いについて日本 会あてに周知を 。

（４）社会 帰 等 業関係

・７月９日  今回の大雨による災害等により、 ター に関して

を実施 機関に 示できない 合でも、 ター の が

である を周知すること等を都道府県 局に指示。

・７月12日  今回の大雨による被害により、 業 が倒 し、 の

まま 職を な された 者に対して、 制度の

続きの を行い、 速に するよう関係 局に指示。

（５） 者生活関係

者 職 共 機

・７月９日 けで、被災した共 約者（ 業 ）の について、 期

間を延長することができること、 続を すること等の取 いが

な を ー ー にて周知。

・７月９日 けで、被災した 家 中の方に対する 予 置

等を ー ー にて周知。

庫

（被災した への対応状況）

７月９日 けで、東海、 、中国、 国 庫において以下の対応を実

施。 

・ （ ）及び 出 を した 合の について、 者本人の確

認を に 的に取り う。

・定期 の期 前 及びこれを 保とした について、 情により取

り う。

・今回の災害による 害のため 期日が した の取 について、

に応じる。

・ 損・破損した紙 及び の （ 数 ）に応じる。

・今回の災害による被害に対する 及び 等への に応じる。

（ 庫 等被害状況 ７月１２日時点）

・中国 庫

不 ＡＴ  岡山東 内の１台

・ 国 庫

不 ＡＴ  市 所内の１台
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（６） 局の対応状況について

・次の 局の局内、 準 、 ー ー に「豪雨被害 別

口」を設置。

京都 局（７月10日） 

愛媛 局（７月12日） 

広島 局（７月12日） 

岐阜 局（7月12日） 

岡山 局（7月13日） 

兵庫 局（7月13日） 

※ 鳥取 局においては、 ー ー に災害 口を設置（７月９

日）

・上 ６局に総合 口を設置し、土日 日も を け ける予定。

・上 ６局、鳥取 局及び高知 局において、７月14日（土）、15日（日）、

16日（月・ ）の間は、局（愛媛局においては大洲所）において 用 に関す

る 援策等についての 及び 所 を け け予定 

・次の新 応援 ー ー に「被災 生等 別 職 口」を設置し、

被災した 生・生 等に対する を け け予定

おかやま新 応援 ー ー （岡山市）（7月17日予定） 

愛媛新 応援 ー ー （松山市）（7月17日予定） 

広島新 応援 ー ー （広島市）（7月17日予定） 

14 用関係 

（1） 用保

・７月９日  関係 局 に 務連絡を発出し次の を指示。（ 務連

絡「平成30年台風第７号及び前線等に う大雨による災害に係る被害に対す

る 業等 関係対策の実施について」）

災害により 業するに った 業所の 急な把握に めること、

業所の 者で一時的に 職を な された者は 本 の

置の対象になること等

被災地域の 者に対する （ 業認定日変更、 の確

認、 業の認定における 的な取 い等）を行うこと

・７月９日  保 等の 予 置等を行うことができる 、都道府

県 局に周知。（ 務連絡「平成30年７月豪雨の被災 業 に係る 保

等の取 いについて」） 

（2） 用保 及び 用調 助成

・７月10日  用保 の 置及び 用調 助成 の周知 を るこ
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とについて、関係 局 に 務連絡を発出。（ 務連絡「 用保 の

置及び 用調 助成 の周知 について」） 

（3） 害者 用関係

７月９日  害者 用 の 予 置等を行うことができる 、都

道府県 局及び 行政 人高齢・ 害・ 職者 用 援機 に周知。（

務連絡「台風第７号及び前線等に う大雨による災害の被災 業 に係る 害

者 用 の取 いについて」） 

15 職業 開発施設関係 

（1） 職業 開発施設の被害状況

以下の被害報告あり。 は 等で対応。 き続き情報収集に

める。 

公共職業 開発施設

・広島県の１施設で、水 れにより 井が一部崩落、水の流入により

機 の 気 が する被害あり。

・広島県の２施設、岡山県の１施設で敷地の がずれる等の被害あ

り。

・兵庫県の１施設で が一部 する被害あり。

・沖縄県の１施設で台風７号の影響により実 棟の屋根の一部が破損す

る被害あり。

・広島県の１施設、愛媛県の２施設、岡山県の１施設、山口県の１施

設、兵庫県の３施設、大阪府の１施設、京都府の１施設、石川県の２

施設、静岡県の１施設、鹿児島県の１施設、香川県の２施設において

雨 り、床上浸水等の被害あり。

※（ ）高齢・ 害・ 職者 用 援機 の中国職業 開発大 に対

し、倉敷市社会福祉 議会から災害 ター設置の

があり、７月11日（水）より、 大 の 、 車 及び体

を 中。 

認定職業 施設

・福岡県の１施設で床上浸水、 の被害あり。

・佐賀県の１施設で土砂崩れによる土砂等の流入により 破損の被害

あり。

・山口県の１施設、京都府の２施設、兵庫県の１施設において、雨 りの被

害あり。
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16 災害 関係 

全国社会福祉 議会から 社会福祉 議会の災害 ターに

対し、 の方 の 分な ・ 水な の 中 予防対策につい

て 度 （7 15） 

全国社会福祉 議会から報道機関に対し「災害 活動 への

報道にあたってのお い」により を （7 12） 

※災害 に対し、「 集実施・ 集 の最新情報」や「活動

上の （ 備、 中 等）」等を ター ー ー 等で確

認するよう び けを

12府県内の58市町の社会福祉 議会で災害 ターを設置

全国社会福祉 議会によると、発災から７月14日までに、全国で26,000人

を る の方 が活動。 

府県名 市町村名 開設日 活動開始日 備  

岐阜県 関市 7月9日 7月9日 

下 市 7月12日 7月12日 対象は、市内在住の方 

京都府 福知山市 7月9日 7月9日 7月15～16日は 集  

野町 7月8日 7月9日 対象は、町内在住・在 の方 

宮 市 7月9日 7月10日 

綾部市 7月9日 7月9日 

亀岡市 7月8日 7月9日 

舞鶴市 7月10日 7月10日 集  

京 町 7月10日 7月10日 対象は、町内在住の方 

一  

兵庫県 市 7月8日 7月9日 新規 見合わせ 

鳥取県 町 7月10日 7月10日 対象は、町内在住の方 

島根県 川本町 7月10日 7月10日 活動  

市 7月10日 7月11日 対象は、県内在住の方（16歳以上） 

町 7月10日 7月11日 対象は、県内在住の方（16歳以上） 

岡山県 岡山市 7月11日 7月11日 対象は、市内在住・在 ・在 の方 

倉敷市 7月11日 7月11日 対象は、高 生以上の方 

総社市 7月8日 7月8日 

高梁市 7月9日 7月9日 

井原市 7月9日 7月9日 対象は、市内在住・在 ・在 の方 

町 7月11日 7月11日 対象は、県内在住の方 

新見市 7月 10

日 

7月11日 対象は、市内在住・在 ・在 の方 

笠岡市 7月9日 7月9日 

口市 7月11日 7月11日 は 集せず 

広島県 広島市 7月10日 7月10日 

福山市 7月9日 7月13日 ７月13～16日は 集  

呉市 7月10日 7月10日 

三原市 7月10日 7月10日 

東広島市 7月9日 7月13日 対象は市内在住・在 ・在 の方（中
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生以上） 

竹原市 7月10日  7月13日 対象は、市内在住・在 ・在 の方 

田島市 7月10日 7月10日  

海田町 7月10日  7月11日 対象は、海田町及び広島市安芸区在住の

方 

世 町 7月9日  7月11日 対象は、町内在住の方 

尾道市 7月12日 7月14日 対象は、高 生以上の方 

坂町 7月9日 7月12日  

熊野町 7月10日  7月11日 対象は、町内在住の方 

府中市 7月10日  7月12日 対象は、市内在住・ 市町在住の方 

安芸高田

市 

7月11日 7月15日 対象は、 予約された方 

 

府中町 7月11日 7月11日 対象は、町内在住・在 ・在 の方 

原市 7月11日 7月11日 対象は、市内及び の市町村、 原市

に のある方 

三次市 7月11日 7月11日 集  

大崎上島

町 

7月12日 7月12日 町内に在住・在 で高 生以上の方 

山口県 周南市 7月9日 7月9日 対象は、県内在住で る方 

市 7月9日  7月11日 対象は、県内在住で る方 

岩国市 7月10日  7月10日 対象は、県内在住・広島県在住（日帰り

）の方 

愛媛県 今治市 7月9日  7月10日 7月14～16日は 集  

宇和島市 7月9日  7月10日 対象は、 人の 合は 国在住の方 

大洲市 7月10日  7月10日 対象は、県内在住・ 県（徳島・香川・

大分・宮崎）在住の方 

西予市 7月9日  7月11日  

鬼北町 7月9日  7月10日 対象は、町内在住の方 

松野町 7月12日 7月12日 対象は、町内在住の方 

高知県 安芸市 7月9日  7月9日 活動  

市 7月10日  7月10日 活動  

大月町 7月11日 7月11日 対象は、県内在住の方 

福岡県 福岡市 7月8日  7月8日 ・ は 集せず 

・対象は、 在住の方 

市 7月9日  7月11日 対象は、県内在住の方、７月14～16日は

市及び の方 

市 7月9日  7月9日 対象は、市内及び 在住の方（16日は

人の 止） 

市 7月9日  7月10日 対象は、 前 者、７月14～16日は

止 

佐賀県 山町 7月9日  7月9日 活動  
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17 消 生活 組合関係 

７月７日 で、共 業を行う消 生活 組合に対し、被災した共

約者について、 の 込期間の延長や共 の 続きの 等の取

いが な を周知。 

18 行政 人福祉 機 関係 

（ ）福祉 機 において 口を設置し、今回の被害にかかる

口を設置し、社会福祉施設及び 施設等の災害 の 、

予についての を開始。 

19 生活福祉 関係 

７月１３日 けで、 都道府県に対して、 の生活 を し ける「緊

急小口 」について、被災世帯への対象 大な の 和等を周

知。 

20 局、 生局の被害状況 

 局 

１ 災害対策本部の設置 

・７月７日（土）岡山 局及び広島 局が災害対策本部を設置

・７月９日（月）鳥取 局及び愛媛 局が災害対策本部を設置

２ その他の 局 

・現時点で被害報告なし

 生局 

・現時点で被害報告なし

以上 



３

   数 数  

岡山県 

計 224,488  

県  

計 190,488  

7 15  
 4,800 

 5,232 

7 14  

9,990 

10,008 

 21,600 

20,000 

野  20,000 

１２



 4,380 

 
1,000 

7 13  

15,000 

 4,800 

 5,232 

5,040 

500  20,160 

 10,368 

10,368 

野  7,000 

 
1,024 

 
1,000 

7 12  

 5,004 

5,010 

 2,592 

 630 

 250 

  

 

計 28,000  

7 12  2,000 

7 10  

 20,000  

 2,000 

2,000 

 2,000 

 
7 9   6,000 

(計 6,000 ) 

広島県 

計 306,088  

県  

計 203,584  

7 15  

500  74,640 

 5,016 

51,300 

7 14  
 1,440 

 1,584 

7 13  3,000 



 8,640 

 5,500 

 6,000  

500  17,984 

7 12  

 1,000 

 10,008 

 10,032 

5,010 

500  1,800 

 630 

  

計 102,504  

7 15  2,880 

7 14  

 11,520 

 2,880 

 11,184 

大和  5,040 

500  21,000 

7 11   24,000 

7 10   24,000 

愛媛県 

計 78,386  

県  

計 78,386  

7 13  

6,000 

 2,016 

 1,920 

 2,112 

500  4,000 

 2,000 

野  3,500 

 100 

7 12  

11,664 

2,010 

4,008 

口  9,000 

 1,056 

 2,000 

7 11  

 9,000 

9,000 

500  9,000 



高知県 大  
7 14  

500  2,000 

(計 2,000 ) (計 2,000 ) 



３

３

３

３ ３

３



３



３







等

３

関
・

関



関

３

３

３







 

 



１３ 

1 

７月５日からの大雨に る被害・対応状況について 
（７月１６日（月）７ ００時 ） 

平成３０年７月１６日 

 

関連の被害状況は、現時 で している りでは のと り  

１   

 ７月１５日２１ ００時  

【住 が 住 る については、７月１３日に 】 

※ の本 に時 を要 る であり、かつ避難等により の をしない

ことが できている 要家数は のと り

  広島県 ２５  

※現在、 は約２０００名 で の本 を 万が 、 要があ

るに 関わら が している家 があれ が 機によ

り を

※ 所（広島県三 ）については、 所 の に い、 機 に

よる を 所 については３ ある （ ）の １ を

１３日に り２ の １ は１５日に 全 を り１ １７

日を に 全 を る

２   

都  ７月１５日２１ ００時  

【住 が 住 る については、７月８日 に 】 

※都 は 計で７ ている のの、い れ 住 は避難 の 不

在 ７ の状況は のと り

・家 の 壊に の による

広島県  ４ 、  ３  

※避難住 が 住 となる時 で、 日 を行

※家 壊箇所については、 を し、対応を

・ により広島 の （広島 及び の ４箇所）の 出

を に なし に い 消の 者が 、

を

による （ ） 

・岡山県 に いて、３ （計３０７ ）が

※避難住 が 住 となる時 で、 日の を と る を
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３ 関連 ・  

て 所（ の 所） ７月１４日１７ ００時  

・岡山県及び愛媛県 の て 所から、約２４００本の が 出  

に 約２２００本を き き 県 者が を

 

要  ７月１５日２１ ００時  

・ れによる 者等は消防の指示を て を  

京都府（２ ）、大阪府（１ ）、兵庫県（５ ）、 県（５ ）、山口県（１ ）    

島県（１ ） 計１５  

・大雨による 出 者等が を 愛媛県、 県及び島根県に い

て、４４本の の 出を に ７本を  

 

※１０日、 及び 県 から、 の 時の対 （ れない、

しない等）について を ま 、 から全

に対して、 な を要  

※ 的に、 は、 部から わる に 分 る 、 を有してい

る ま 、 につながる が し 等、概 １時 には の 出

が る 、現時 に いて、リ が している は て い  

 

４ 山・   

（広島県 ・ 島 ）   

・ に が の （ 全 ）は、 全な 庫に

 

災害 より （ 県関 ） 

 ・７月１３日、 にて １０本と のつい が

れ 本 等は 者による き取りが １７日に に

れる  

 

５ （ 所・ 所、 ） 

和  広島 所(広島県 ) 

・大雨等による の 的な被害は い 所 の ３１ が れの

で 行 となり、出 が ま てい が、 による が し１０

日から出 を  

 

６ （ ） 

・ リ 等の在庫不 が れてい 広島県 では、１０日（ ）、１１日（ ）、

１２日（ ）の重 的な により、在庫不 は 消  

・ の 行状況が し ことな により、 時 １３日（ ） は平

りの を  

・その の 、 不 はなし  
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７ ・ （７月１５日２０ ００時時 ） 

の 等による で 指 機関の ・

に いて 時 （４３ ）  

約４ は 日 に  

※山 動 （ 広島 ）に る救援 等の の 行 に い、

に が  

※ で を （１１日） 

※ 隊による緊急 を （１２日） 

 

８ 援 の 状況 

 の （ 災 1 分の ）について（１５日００時００分現在） 

 大  

約１ ５５０ （ 要 日（２４時 に）出 出 の被災 の

は 情による） 

 

約１ ６００ （ 要 日（２４時 に）出 出 の被災 の

は 情による） 

  

 約１５０ （出 日は ） 

 

・  

・ 約１２０棟（ 要 から し２ ３日 に出 出 の被災

の は 情による） 

和 ・ 約１０棟（ 要 から し２ ３日 に出 出 の被災

の は 情による） 

和 ・ （ ） 約１８０棟（ 要 日（２４時 に）で出

出 の被災 の は 情による） 

和 ・ （ ） 約５０棟（ 要 日（２４時 に）で出

出 の被災 の は 情による） 

・  

約１ １７０ （ 要 から１ ３ 日で出 出 の被災 の は

情による ） 

・ 帯  

約１１７万 分（ 要 から１ ２ 日で出 出 の被災 の は

情による ） 

 

 大１８万L（被災 の は 情による ） 

機 

約１５０ （出 時 は の 在庫の 出 の 時 は 状

況 第 ） 

家 機 

約２ ４００ （ 要 から１ ２ 日で出 出 の被災 の は

情による） 
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機 

  

庫 

 

消  

 ９ ６００ （要 日の 日に出 大阪から ） 

消  

 約１０万 （ 要 から１ ２ 日で出 出 の被災 の は

による ）  

消  

 約６６ ０００ 、 き 約３０ ０００ （要 日の 日に出

大阪・兵庫から （兵庫の からは 日出 ） ） 

 

約１４ ０００ （要 日の 日に出 大阪、和歌山から ） 

 

約２８８万 （ 要 から 日（２４時 に）出 出 の被災

の は 情による 岡・大阪・兵庫・ 岡から ） 

 

 約６万２千 （ 要 から 日（２４時 に）出 出 の被災 の

は 情による 京都、 から ） 

 

 約１万 （ 要 から１ ２日（ 時 の要 であれ ２ ３日）を に出

出 の被災 の は 情による 大阪、愛媛から ） 

 

３０万 （ 要 から 日（２４時 に）出 出 の被災 の

は 情による 岡から ） 

リ  

９０ ０００ （ 要 から 日（２４時 に）に出 愛媛、 島から

） 

  

  ４００ ０００ （ 要 から 日（２４時 に）に出 愛媛から

） 

 

（M・L 計）  ８ ５００  

人 （M・L・LL 計）１４ ５００  

人 （M・L 計）２４ １００  

（M・L 計）１ ２００  

 ２００  

（M・L 計）４００  

（M・L 計）１００  

（M・L 計）１００  

（M・L 計）２００  

（ 要 から１ ２日 で出 出 の被災 の は 情による
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京都等から ） 

 

３ ５００本（ 要 の１ ２日 に（ 時 の要 であれ ２ ３日 に）出

出 の被災 の は 情による 大阪から ） 

 

約１２ ０００ （ 要 から１ ３日を に出 出 の被災 の

は 情による 、大阪、兵庫等から ） 

 

約２８ ０００ （ 要 から２ ３日を に出 出 の被災 の

は 情による 大阪、 から ） 

 

 約２５ ４００ （ 要 から１ ３日を に出 出 の被災 の

は 情による 大阪、千 、 から ） 

（ を とし の） 

約１７０ ０００ （ 要 から１ ３日を に出 出 の被災 の

は 情による 大阪、京都、 等から ） 

 

約３ ２００ （ 要 から１ ２ 日で出 出 の被災 の は

情による 岡、 、兵庫から ） 

（避難所での の り ） 

約１５０ ( 要 から３ 日で出 出 の被災 の は

による 大阪から ) 

（避難所の ） 

 約８ ０００ （ 要 から１ ２ 日で出 出 の被災 の

は 情による 大阪、京都から ） 

（避難所 ） 

５ ０００ （ 要 から３日 に出 出 の被災 の は

情による 大阪から ） 

り （避難所での の り ） 

５ ０００ （ 要 から３日 に出 出 の被災 の は

情による 大阪から ） 

動機 

約５００ （ 要 から２ ３日で出 出 の被災 の は 情

による ） 

・  

約１０万 （約１ の ・ の 計、 要 から２時 で大

阪府 から出 ） 

 

   

 つるはし 

  約４０００ ５０００ （ 要 から２時 で大阪府 から出 ） 

  

  約５０ （ の ・ ・ をして ら るのであれ 、関 、兵庫、



 

6 
 

から 時出 が ） 

  

  約４５ （ の ・ ・ をして ら るのであれ 、関 、兵庫、

から 時出 が ） 

  

  約２０００ ３０００本（ （和歌山県有 ）から1千 2千本、 

（千 県 千 ）から1千本 を１ ２日 で出 ） 

 

約３００ （ の広島 から 時出 が 出 の被災 の は

情による には を有 る が 要（全 を て ） 

 

 約２０００ （ 約１０００ は 大阪 から ） 

 ２ （ 京から に約１日 要 ） 

（い れ 、 要 から３日 で出 ） 

 

９ の 状況（７月１５日１４ ００時 ） 

 これまで、 、 な の被災者の と 活 の に不 な

緊急 の い を 的に 援を は、避難所での 活 を あるいは

に を計 的に る  

 

被災 の要 を ま 、 の を  

 （大 、 ） 

７月１５日（日)までに岡山県 、 島、連島の避難所な で１８９ 、広島

県広島 、 、 、三 の避難所な で１２２ 、愛媛県 、大 の避

難所な で１０２ が  

  

  ７月１２日（ ）に約８ ２００ を岡山県 の避難所等１０か所に出 、７月

１３日（ ）までに全て  

  

  （愛媛県） 

７月１０日（ ）に５棟を大 の避難所に の５棟は 所 に

７月１１日（ ）に１０棟を 和島 の避難所に ７月１３日（ ）に２０棟

を上島 に  

（岡山県） 

７月１０日（ ）に１５０棟を の に出 は、

が を し、現時 で約１４０棟を  

（広島県） 

７月１２日（ ）までに７棟を三 の避難所に るとと に、１０棟を の避

難所に １６棟を の れあい に  

  

  ７月１０日（ ）に３ ０７２ （ ３２ ）を JA に

て出 、 し 日 に  

消  
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７月１０日（ ） に ２００ を JA に て

で し、７月１１日（ ）に  

  

・広島県（６０９ ） 

避難所の に い、 部広島県 の に 現在６０９ が この

１００ は７月１５日に愛媛県から し の  

・岡山県（２,２３３ ） 

避難所の 情により、 部岡山県 の に 現在２,２３３ が こ

の 、２００ は７月１３日に愛媛県から し の  

・愛媛県（７００ ） 

県庁から１ ０００ を ７月１２日に５００ 、１３日に りの５００ が

し １ ０００ の ２００ を７月１３日に岡山県 、１００ を

７月１５日に広島県 し  

り 

 ７月１４日（ ）に広島県より５０ 要 があり、 日に 日は

 

 

NHKに いて、 、 及び JEITAと連 し を  

１５日までに４５箇所４９ を   

１６日には１箇所１ を  

・ 岡山県（ は県から に要 があ 箇所で、１４日で べて ） 

  １２日  （岡 、 、 万 、 ） 

       （ 、 ） 

  １３日  （ 連島 、 上成 、 島 、 リ

） 

  １４日  （ 、 、 連島 、

、 第 、 島 ） 

  １５日  （ ） 

・ 広島県 

  １１日 広島 （ ） 

  １２日 広島  （ 、 、 ） 

  １３日 広島  （ ）、 （ ）、 （

） 

  １４日 広島  （ ）、 （ 応 ）、府 （

府 のき ）、 島 （

） 

  １５日 （ ）、 山 （山 ）、 （

） 

  １６日 （ 人 所） 

・ 愛媛県 

   ９日  （ 、 、 ） 

  １０日 大  （大 、 、大川 ） 

  １２日 和島 （ 、 、川 所）、 （明
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） 

    １３日 和島 （ 所、 、 三つ 所） 

１５日 和島 （ ） 

庫 

＜岡山県＞ 

・ １６か所 ２８  

（ 、 、連島 、連島 、連島

、 、第 、第 、上成 、 島

、 、 らしき 、岡 、 、 万

、 リ ） 

１２ １３日に 的に  １５日 に ・ を （ 万 の１

は現 の で の まではせ 、 るの の対応 ） 

＜愛媛県＞ 

・ ２か所 ６  

（明 、 ） 

１３日に  明 は１４日に ・ 、 は１３日に５ と

・  

・大 １か所 １  

（ ） 

１４日に  ２０ ２２日に ・  

＜広島県＞ 

・広島 １０か所 １０  

（ 、 、 、 、口

、 、 、 所 、 、

） 

１５日に  

１８日 に ・  

 機 

＜岡山県＞ 

・ ４か所 ７  

（ 、連島 、上成 、 島 ） 

１２ １３日に 的に  １５日 に ・ （ １か所１ （

）は ・ ） 

・ １４か所 １６ ※ 機 き 

（ 、 、連島 、連島 、連島

、 、第 、第 、上成 、 島

、 、岡 、 、 万 ） 

１４日に  １９ ２０日に ・  

＜広島県＞ 

・ １か所 ２ ※ 機 き 

（ まり り ） 

１５日に  

１７日に ・  

＜愛媛県＞ 
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・ 和島 １か所 ２０  

（日本 こ ） 

１４日に  １６日 に ・  

・ ２か所 ６  

（明 、 ※ 機 き） 

１３日に  １４日に６ と ・  

  

＜愛媛県＞ 

・大 ８か所 １７  

（ 、平 、 、 、 、

大川 、 、三 ） 

１４日に  

２０ ２２日に ・  

 ・ １２か所 ２８  

（ 、 、連島 、連島 、 島

、 、第 、第 、上成 、 島

、 、 ） 

１５日に  

１７ １８日に ・  

・ １か所 ５  

（ ） 

１５日に  

１８日 に ・  

機 

＜愛媛県＞ 

・ １か所 １０  

（ ） 

 １５日に  

 １８日 に ・  

 

・ 愛媛県（１２７ ） 

 県庁からの要 により、７月１４日に１２２ が  らに県庁からの要 に

より、７月１５日（日）に５ が  

・ 広島県（１５０ ） 

県庁からの要 により、７月１５日までに１５０ 全て  

 

  ７月１３日（ ）に６万 を、岡山県 示 （ 岡山）に て出

７月１４日（ ）に  

７月１５日（日）に３ ０００ を岡山県 に て出

７月１６日（月）に  

  

  ７月１４日（ ）までに、４１０ を出  

１５日までに広島県 、府 、 に４１０ を  
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７月１４日（ ）９時に約１万 を、広島県 に て 日１

５時  

  

  ７月１５日(日)までに１ ０００ を愛媛県 に  

 

１０ 等の 状況 

については、在庫、 により、 を る動きが られている 方、

被災し ・ 情等の あり、 のよ な状況の がある  

・ 、 等に重大な被害があり、 が 難な がある （ 関 、

関 、 関 等） 

・ の な により を し あるが、 、 の 難

等、 の でリ を でいる （ 動 関 、機 関 、 関 、

関 等） 

・ の 、 の ・ ができ 、 が れている がある （ 関

、 関 、 関 、 関 、 関 等） 

、このまま が れ 、 の取 に い まれる

あり、 の被害状況 の 被害の による て、 き き が

要  

 

１１ ・ 者対策 

災害救助 が れ ことを て、被災 ・ 対策を る  

※（） は 日 

・ 県
あ き し

及び 岡
なが か

本山
と ま

（6日） 大月 （8日） 

・鳥取県鳥取 、
わか

、 、 、
と は

三 、
いは

部
な

、
いは ほ き

、日
の

日
に な

、日
の

日
の

、日
の

府
こ

、（6日） 

・広島県広島 、 、 、三 、
の し

、 山 、府 、 広島 、 島
ま し

、
あ き

府 、
あ き かい

、
あ き まの

、
あき か

（5日） 

・岡山県岡山 、 、 岡 、
い ら し

、
そ し

、
かはしし

、
に い し

、
せ と し

、
あかいわし

、
ま に わ し

、 口
あ し

、都
つ

島
は しま

、 口
あ とし

、
とま かが の

、
あい

にしあわ らそ

及び
か が き び

（5日）
か

（6日） 

・京都府 山 、 、 部 、 、京
き し

、
な し

、
ない

京
き

、
よ

根
い

及び
よ よ の

（5日） 

・兵庫県 岡 、 山
まし

、
あ し

、
し そ し

、
あ こ

上
か り

、 方
か

香
か

（5日）  

、 、
し

、
か か

、
よ よ

（6日）
し

、 つの 、
か き

川
い かわ

及び
か き か かわ

（7日） 

・愛媛県
いま りし

、 和島 、大
し

、
せ い よ し

、 和
き わ まつの

及び
よ び

和
き わ きほ

（5
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日） 

・ 県 山 、関 、 川
なかつがわし

、
な し

、
の か し

、
か に し

、山県
まが し

、
し

、本
と し

、 上
し

、
し

、
か かほ

、
か そ

、
か つ

、
か

川
しらかわ

、
か

川
がししらかわ ら

、大
の

川
しらかわ ら

（7日）  、 、
か と か

、
か

川
かわべ

（8日） 

・ 岡県 （5日） 

・島根県 （6日） 

・山口県 （6日） 

計６１ 、３７ 、４  

 

口の  

日本 策 庫による災害 （ で 1 5,000万 な ） 

  ４ （ での 100% 、 8,000万 な ） 

  の 和等の  

  災害時 の 時  

 

口について、これまでに 等から 計４３２ の あり  

 

庁 、現 に を し、被災 の状況・ を  

 

の対応 

5日 ・ 災害対策連絡  

8日 ・ 災害対策本部  

9日 ・ 県に本 を  

広島県 リ ２名、避難所 ３名（ 広島 リ ２名、三 １名） 

岡山県 避難所 ３名（ （ 、 島、 リ ）3名） 

愛媛県 リ １名、避難所 ３名（大 1名、 1名、 和島 1名） 

県 避難所 １名（ １名） 

香川県 （ ）１名 

・ 部 、 陸 、関 、 、

から、災害救助 及び に る の

及び 等についての に関 る を 、  

11日 ・ の きに関 る の 出について 

日本 （NEXI）では、 いな の 約の き

に る が とな の の全 な の

対応を行  

 

 



国土交通省 

平成 30 年 7 月 16 日 06:00 
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平成３０年７月豪雨に対する国土交通省の主な対応状況 
※下線部は 7月 15 日 4:00 版からの変更箇所 

 

１．捜索・救助等（海上保安庁） 救助・人員輸送 244 名、患者搬送 27 名 
 

・各地において、河川転落者及び行方不明者の捜索、漂流船、転覆船の捜索

等を実施(7/6～) 

・巡視船艇により、罹災遺体揚収(7/9～) 

・呉市において透析患者 21名輸送(7/8～) 

・回転翼により、倉敷市真備町において要救助者を捜索(7/8)、宇和島市吉

田町にて透析患者 1名を吊り上げ救助(7/8) 

・巡視船艇により、山口県笠戸島の孤立者 27名を救助(7/7)、愛媛県宇和島

市の負傷者 4 名を搬送(7/7)、山口県笠戸島の患者等５名を搬送（7/13） 

 

２．被災者の生活支援 

○国土交通省被災者生活支援チーム（会議開催 7/9,10,11,13,15） 
 

（１）二次的避難場所の確保 

・旅館・ホテルにおいて、976 人分の部屋が受け入れ可能。7/15 までに 64

名が避難所から移動。 
 

・宿泊関係4団体に対し、宿泊施設における被災者の受入を協力依頼（7/8） 

・宿泊等施設としての船舶の活用を検討中（7/8） 
 

（２）応急的な住まいの確保 

・被災者に提供可能な公営住宅等、UR賃貸住宅及び民間賃貸住宅について、

関係地方公共団体に情報提供(7/11)、国土交通省 HP で公表(7/12～) 
※公営住宅等：8,592 戸、UR 賃貸住宅：7,786 戸、国家公務員宿舎 2,546 戸（計 18,924 戸

のうち入居決定 338 戸）、民間賃貸住宅 92,712 戸 (7/16 8:00) 
 

・住宅業界団体に対し、各府県との災害協定等を踏まえ、応急仮設住宅の

建設に向けた準備等を行うことを依頼（7/8） 
 

（３）給水・入浴等支援 

・広島県三原市三原港において、(独)水資源機構が保有する可搬式浄水装

置（海水淡水化装置）による飲料水（7/16～）及び雑用水（7/15～）の給

水を実施 

・海洋環境整備船により、広島県呉市において給水支援を実施（7/11～） 

・海上保安庁巡視船艇により、広島県三原市、呉市及び愛媛県岩城島におい

て給水支援を実施（7/8～） 

・浚渫兼油回収船により、広島県呉市において入浴・洗濯支援を実施（7/12～） 

・(独)海技教育機構の保有する練習船により、広島県呉市において入浴、洗

濯等支援を実施（7/14～） 



国土交通省 

平成 30 年 7 月 16 日 06:00 
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３．物流・物資輸送等 
 

（１）物流・物資輸送 

■物流 

・7/11 までに物流事業者等の協力のもと、岡山県、広島県、愛媛県におい

て広域物資輸送拠点を設置。 

・第二種貨物利用運送事業について、輸送力の迅速な確保を図るため、豪雨

災害に伴う利用運送の区域又は区間等の追加を目的とした事業計画等の

変更認可申請に係る柔軟な手続き運用を開始(7/11～)。 

・内閣府設置の「緊急物資調達・輸送チーム」及び同チーム現地連絡調整室

に職員を派遣(7/10～)。 

・ 各地方運輸局等、指定公共機関(日本通運㈱、ヤマト運輸㈱、佐川急便㈱、西濃

運輸㈱、福山通運㈱、(公社)全日本トラック協会)に対し、支援物輸送等の要請

依頼があった場合に備えて必要な準備を指示(7/5,6～)。岡山県、広島県、

愛媛県に対しプッシュ型輸送等を実施(7/5～)。 
 

■トラック 

・自治体からの要請に基づき、府県トラック協会による物資輸送を実施(7/5～) 

・埋立浚渫協会の協力のもと、堺泉北港基幹的広域防災拠点の備蓄支援物

資を、広島県広島市、江田島市へ輸送(7/10) 
 

■船舶 

・国土交通省保有船舶、海上保安庁巡視船艇により物資輸送を実施 
※国土交通省保有船舶：広島県 呉市(7/8～)、広島県 竹原市・尾道市(7/9～)、 

広島県 江田島市(7/11)、愛媛県 上島町(7/11～) 
広島県 三原市(7/14～) 

※海上保安庁巡視船艇：広島県呉市、三原市、坂町及び山口県下松市(7/7～) 

・日本港運協会に支援物資や人員輸送等の岸壁利用に係る調整協力を要請 
 

■航空 

・救援活動を行う民間会社等の航空機に対し、空港以外の場所への離着陸

を行う場合等に必要な航空法の許可等に関し口頭による手続を認めるな

ど柔軟な運用を実施(7/8～) 
※7 社 26 件(岐阜県､京都府､愛媛県､香川県､高知県､広島県、岡山県)について対応済み

(7/11 17:00) 
・被災地への救援物資等に含まれる爆発物等(小型燃料ガスボンベ等)の輸

送に必要な承認について口頭による手続等を認める柔軟な運用を実施

(7/10～)。 

・救援活動を行う航空機の耐空証明並びに操縦士の航空身体検査証明及び

特定操縦技能審査の有効期間満了後の運航を可能とするための特例許可

の柔軟な運用を実施(7/10～) 

・防衛省による支援物資輸送のため駐機場確保等を実施(7/10～) 

・防衛省による支援物資輸送のため広島空港の運用時間延長を実施(7/10)。 
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（２）交通 

■道路 

【物資輸送・渋滞対策】 
 

・被災地への物資輸送の円滑化のため、整備局や県、警察等で構成される広

島県災害時渋滞対策協議会を設置し、ソフト・ハードの渋滞対策を検討

(7/12～) 

・高速道路と並行する一般道の通行止めに伴う高速道路の代替路（無料）措置

を実施(7/7～) 
※山陽自動車道（岩国～熊毛）【通行止め：国道 2号】 

※京都縦貫自動車道・舞鶴若狭自動車道（綾部安国寺～舞鶴西）【通行止め：国道 27 号】 

※東海北陸自動車道（飛騨清見～白川郷）【通行止め：国道 156 号】 

・災害救助車両・災害ボランティア車両に対する高速道路の無料措置(7/10～) 
※措置中：岡山県､広島県､愛媛県(7/10～)、京都府､大阪府､高知県(7/12～)、岐阜県、兵庫

県､福岡県(7/13～) 

・被災地域の物流確保、早期復旧等の観点から、特殊車両許可申請の「目的

地」又は「出発地」が岡山県、広島県、愛媛県、福岡県の場合は、最優先

で処理を行い、可能な限り迅速に許可証を交付(7/10～) 

・山陽自動車道（河内 IC～広島 IC）において、緊急車両に加え、救援物資

等を輸送する車両を通行可能とする運用を実施(7/10 10:00～7/14 6:00) 

・｢広島市・呉市周辺通れるマップ｣を公表(7/10～) 
 

【復旧状況（高速道路）】 

・東西の大動脈である山陽道の通行止めは全て解除(7/14 6:00) 
 

＜中国地方の通行止め延長 最大 847km → 現在(7/14 6:00) 47km＞ 
※E2 山陽道 福山西 IC～本郷 IC：7/9 17:00 通行止め解除 

E54 尾道自動車道 尾道 JCT～尾道北 IC：7/9 17:00 通行止め解除 

E2 山陽道 本郷 IC～河内 IC：7/10 5:00 通行止め解除 

E75 東広島呉道路 高屋 JCT～阿賀 IC：7/10 7:00 通行止め解除 

E54 尾道自動車道 尾道北 IC～世羅 IC：7/12 10:00 通行止め解除 

E31 広島呉道路 仁保 IC～坂北 IC：7/13 18:00 通行止め解除 

E2 山陽道 広島 IC～河内 IC：7/14 6:00 通行止め解除      等 

・本州と九州を連絡する交通軸を上下線ともに２車線以上確保 
※E3 九州道 門司 IC～小倉東 IC：7/11 11:30 下り線 通行止め解除 

北九州高速道路４号線：7/10 17:00 通行止め解除         等 

・被災による通行止めは、現時点で５路線５区間。 
※E10 東九州自動車道（椎田南 IC～豊前 IC）､E3 九州自動車道（門司 IC～小倉東 IC 上り

線）､E31 広島呉道路（坂北 IC～呉 IC）､E54 尾道自動車道（甲奴 JCT～吉舎 IC）､E54 松

江自動車道（三次東 JCT・IC～高野 IC） 
 

■鉄道 

【復旧状況・見込み】 
 

・5 事業者 12 路線の全区間または一部区間において 1 ヶ月以内に運行再開

を予定 
※JR 西日本:舞鶴線(全区間)、山陰線(一部区間)、山陽線(一部区間)、芸備線(一部区間)、
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因美線(一部区間)、福塩線(一部区間)、津山線(一部区間)/JR 四国：予讃線(一部区間) 、
内子線(全区間)、JR 九州：肥薩線(一部区間)長良川鉄道：越美南線(一部区間) /平成筑
豊鉄道：門司港レトロ観光線(一部区間) 

 

【運転休止】 

・中国・四国地方を中心に、10事業者 24 路線で運転休止 
※最大時 32 事業者 115 路線で運転休止（7/7 5:00） 
※JR 東海:高山線/JR 西日本:姫新線､山陽線､山陰線､舞鶴線､芸備線､因美線､木次線､福塩

線､伯備線､呉線､津山線､岩徳線/JR 四国:内子線､予讃線､予土線/JR 九州：筑豊線､肥薩線
/長良川鉄道：越美南線/WILLER TRAINS:宮津線/井原鉄道：井原線/錦川鉄道：錦川清流
線/平成筑豊鉄道：田川線､門司港レトロ観光線/JR 貨物：山陽線､伯備線､予讃線 

※主な施設被害等 
 JR 東海 高山線 坂上（さかがみ)駅～打保（うつぼ）駅間 土砂流入 
JR 西日本 山陽線 本郷駅～河内(こうち)駅間 盛土崩壊 

芸備線 狩留家(かるが)駅～白木山(しらきやま)駅間 橋梁流失 
呉線 水尻（みずじり）駅構内 土砂流入 

ＪＲ四国 予讃線 本山(もとやま)駅～観音寺(かんおんじ)駅間 橋脚傾斜、軌道変位 
ＪＲ九州 肥薩線 鎌瀬（かませ）駅～瀬戸石（せといし）間 土砂流入  
WILLER TRAINS 宮津線 栗田(くんだ)駅～宮津駅間 道床流出 

 

４．主なインフラの復旧状況・二次災害防止 
 

（１） 河川 

■国管理河川 

・浸水被害：20水系 35 河川、施設等被害：34水系 53 河川 

・国管理河川の被災箇所 135 箇所について、大規模な被災をうけた 10箇所

のうち 5箇所、その他の被災 125 箇所のうち 54 箇所で対策完了 

・岡山県倉敷市真備町
まびちょう

：高梁
たかはし

川水系小田
お だ

川等の決壊により、浸水面積 約

1,100ha、約 4,600 戸の家屋浸水。7/8 から排水作業を実施し、宅地及び

生活道路については概ね浸水解消(7/11)。決壊箇所 2 カ所にて緊急対策

中(7/8～) 

・愛媛県大洲市：肱川水系肱川の暫定堤防及び二線堤からの越水により、 

浸水面積約 970ha、約 720 戸の家屋浸水。 
 

■道府県管理河川 

・浸水被害：66水系 192 河川、施設等被害：95水系 271 河川 

・岡山県岡山市：旭川水系砂川において堤防が決壊し、多数の家屋等浸水(7/7)。 

・福岡県：筑後川水系陣屋川及び山ノ井川等で、多数の家屋等浸水(7/7)。 

・岐阜県：木曽川水系津保川で多数の家屋等浸水(7/8)。 
 

（２）土砂災害 

・1道 2府 28県で 842件の土砂災害が発生(土石流等 262､地すべり 35、がけ崩れ 545) 

 

・国総研・土研の土砂災害専門家（TEC-FORCE 高度技術調査班）による調査

及び二次災害防止等のための技術的助言を実施(7/10～)。 
※広島県内 2名（7/10～）､愛媛県内 2名（7/11～）：土砂崩れ等の発生源調査や二次災害

防止のための技術的助言 

※京都府福知山市に 1名（7/10）：天然ダムの危険性調査、応急対策等の技術的助言 
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・土石流が集中的に発生した地域等の自治体に対して、今後の警戒避難につい

て説明を実施（7/14～） 

・二次災害防止のため太田川水系榎川に監視カメラ等を設置（7/12～） 

・土砂災害の発生状況調査を TEC-FORCE が広島県､岡山県､愛媛県で実施中(7/8～) 
 

（３）交通（３．（２）記載分以外） 

■道路（高速道路を除く） 

○直轄国道 

・被災による通行止め：２路線７区間 
※国道 2号、国道 56 号 

・広島市～呉市間のアクセスが確保 
※一般国道３１号(広島市～呉市)：7/11 23:00 通行止め解除 等 

・広島県内の国道２号：7/21 頃目途に通行止めを解除する見込み 
 

・愛媛県内の国道 56号：7/16 15 時を目途に通行止めを解除する見込み 
 

○地方公社 

・被災による通行止め：１路線１区間 
※播但連絡道路 神崎南 IC～生野北第 2 IC  
 

○補助国道 

・被災による通行止め：29路線 41 区間 
 

○都道府県・政令市道 

・被災による通行止め：512 区間 
 

■港湾 

・28 港で被害を確認 
※国際戦略港湾（神戸港）、国際拠点港湾（四日市港､北九州港､水島港）､重要港湾（東播

磨港､鳥取港､岡山港､今治港､高知港､唐津港､伊万里港､厳原港､郷ノ浦港､福江港）、兵庫

県の 1地方港湾、愛媛県の 3地方港湾、長崎県の 8地方港湾、本県の 2地方港湾 

・北九州港、水島港、鳥取港等で港内の漂流物の回収を実施 
 

（４）その他 

・下水道：下水道処理場やポンプ場 19 箇所で浸水によりポンプ機能停止。

このうち 17箇所で応急復旧済。 

道路陥没、土砂流入等による管路破損・閉塞 60 箇所。このうち

35箇所で応急復旧済み（対応不要箇所含む）。 

・公園：国営公園 2公園、都市公園 182 公園で被害を確認 

・観光：1道 2府 8県のホテル・旅館の計 20軒で床上・床下浸水被害等が発生 

 

５．被災自治体等の支援 
 

（１）TEC-FORCE（テックフォース） 

○TEC-FORCE 総派遣数：のべ 4,796 人派遣（7/3～）、7/16 は 460 人で活動 
 

・河川、道路、土砂災害危険箇所等の被災状況調査、土砂災害の高度技術調査
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(調査、技術的助言等)や緊急排水：のべ 4,202 人派遣 (7/3～) 
※7/16 は岡山県倉敷市、広島県東広島市､三原市、愛媛県大洲市、高知県安芸市等に 413 人派遣 

・激甚災害の迅速な指定に向け、21班 83 人を追加派遣、被害状況調査を加速

化(7/12,13) 

・排水ポンプ車や照明車等の災害対策用資機材：のべ 1,327 台派遣(7/3～) 

※7/16 は岡山県岡山市、倉敷市等へ排水ポンプ車 23 台､照明車 21 台、散水車 14台、路面

清掃車 2台、側溝清掃車 3台、排水管清掃車 4台、衛星通信車 2台等計 78 台を派遣 

・リエゾン：のべ 594 人派遣 (7/3～) 

※7/16 は岡山県倉敷市、広島県広島市、愛媛県大洲市等に 35 人派遣 

・JETT(気象庁防災対応支援チーム)：のべ 189 人派遣(7/4～) 
※7/16 は岡山県、倉敷市、広島県、広島市、呉市ほかへ 12 人派遣 

・6 地方整備局の防災ヘリによる上空からの被災状況調査（のべ 25 日飛行） 
※北海道方面調査(7/6,7)､中部方面調査(7/9)､近畿方面調査(7/8～)､中国方面調査(7/8～)､

四国方面調査(7/8～13)､九州方面調査(7/7,11) 
 

（２）専門家等の派遣 

・本省災害査定官等をのべ 41人派遣し、災害緊急調査を実施(7/10～) 
※岡山県、広島県、愛媛県、福岡県内の河川、道路等に 7人派遣し、被災した公共土木施設

に対する応急措置、復旧工法等の技術的助言・指導を実施(7/10～13) 

※岡山県管理の末政川、高馬川、真谷川（倉敷市真備町内）に引き続き 1人派遣(7/14～) 

・河川・土砂・道路被害状況調査にかかる高度技術指導のため、国土技術政

策総合研究所・土木研究所の専門家をのべ 29人派遣(7/8～) 
※河川：岡山県倉敷市他に国総研・土研からのべ 8人派遣(7/8：各 2名,7/10～11：各 1名) 

※土砂：広島県坂町他に国総研からのべ 12 人派遣（7/12～15：3 名） 

広島県広島市他に国総研からのべ 4人派遣(7/15～：2名) 

※道路：NEXCO 西日本(広島呉道路)に土研からのべ 2人派遣(7/12～13：1 名) 

広島県三次市他に国総研・土研からのべ 3人派遣(7/14：国総研 1名､土研 2名) 

・海上保安庁によるリエゾンのべ 124 人派遣（広島県等）(7/6～) 
・土砂崩落調査のため、北海道小平町、せたな町に寒地土研より専門家を 1

人派遣(7/3、7/5) 

（３）その他 

・｢広島市・呉市周辺通れるマップ｣を公表(7/10～)［再掲］ 

・海洋環境整備船等による漂流物の回収 
※漂流物回収(中部地整 1隻､近畿地整 3隻､中国地整 1隻､四国地整 3隻､九州地整 3隻) 

・国土地理院による、要望に応じた地図の提供(7/6～)、空中写真の緊急撮

影・提供・公開(7/9～) 

・一般社団法人日本建設機械レンタル協会、建設機械メーカーの協力を得て、

小型の油圧ショベル派遣(7/13～) 
※広島県安芸郡熊野町 2台、愛媛県大洲市 3台、愛媛県西予市 3台等計 13 台を派遣 



自宅の損傷が軽微な場
合は、地域のライフライン
の復旧後、帰宅

Ⅰ．避難所の確保

①一次避難所
・ 学校、公民館などの
公的施設

②二次避難所
(1) 宿泊施設

(2) 船舶

被災者に対する避難所・住まい提供の流れ

Ⅱ．応急的な住まいの確保
Ⅲ．恒久的な
住まいの確保

①公営住宅等の空室提供

○被災者生活再建
支援金制度

○住宅金融支援機
構の災害復興住
宅融資制度
・コールセンターにおいて
電話相談を受付

・公営住宅等 ： ８，５９２戸
※中部以西27府県
※被災者のニーズを踏まえ、新たに東京都が受け入れを公表（7/15）
群馬県・栃木県においても提供をホームページに掲載。他は確認中。

・ＵＲ賃貸住宅 ： ７，７８６戸
※中部以西17府県

・国家公務員宿舎 ： ２，５４６戸
※避難指示、避難勧告発令、避難所設置等の18府県

計 １８，９２４戸 (うち入居決定３３８戸)

•自力での再建・
補修等を支援

②民間賃貸住宅の空室提供

③応急仮設住宅の建設
自力での再建等が
困難な被災者への
公営住宅の整備

【９７６名受入可能
（うち５８名入所済）】

・災害救助法適用８府県 ： ５８，１１３戸
７／１２以降追加適用３県 ： ３４，５９１戸

計 ： ９２，７１２戸
(全国賃貸住宅経営者協会連合会調べ)

・岡山県倉敷市において入居相談を実施中
・広島県が実施に向けて準備中（坂町は先行受付中）
・愛媛県が実施の意向を表明（7/15）

【２３５ヶ所５，２４３人】
（7月14日20:00現在）

7月16日8:00現在

・入浴サービス
防衛省の護衛艦等５隻で
実施中
国土交通省（地方整備局、
（独）海技教育機構）及び
水産庁（（国研）水産研
究・教育機構）の船舶で
順次実施

平成30年７月豪雨

・応急仮設住宅の建設が必要となる場合に備え、被災県と
住宅業界団体において協議を実施

・愛媛県が実施の意向を表明（7/15）



【機 １】 

1 
 

１５  
 

平成 30 年７月豪雨による被害状況等について 
※ に のない情報（ の での 有情報については い  

 

 平成 30年７月 16日(月) 07:00現在 

  大 機  

 

 関連の被害状況及び対応状況については、 のと り  

 

 １ 被害状況   

【災害 等関 】 

 ・ 現在、災害 の 状況、 の 状況について、全 方

所に  

・ の被害について、 の については 、 の被害については

を行 とと に、 に れて広 を  

 

（ の被害状況） 

・ 岡山県の （ 、 ） リ （ ）の

が し  

・ 岡山県の （ 、 ）し が し  

・ 岡山県の 川 部 （岡山 ）のし が取 の により

しない状況であ が、  

・ 香川県の 出 の 出 （ 分 ）の て 分 りる

が 部 し４ での 等の に があ が  

・ 岡県の ・ 広 行 （ 、 、 、岡 、

）の 分 の で 及び 壊で大 が 行できない状況  

・ 広島県の の 、 し が 部 し 被

害を  

・ 広島県の （府 ・ ・ ・ ・広島 の 部）

の リ が の により が 難な状況であ が れ

 

・ 山口県の の 山 し について、 の 部で れにより

の ができない状況  

・ 愛媛県の大 ・ （大 、 、 、 部 ）の （し

）に いて 被害 が し、  

・ 島根県の （川本 、 、 ）のし が によ

り  

・ 広島県の のし が、 と 部 により し 不

であ が し  

・ 広島県の のし が、 壊により であ が
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・ 広島県の の リ れ（ ）が、 が 消 れ、 に

て  

・ 広島県の 山 のし （ 部 ）が の  

・ 愛媛県の上島 の上島 リ （ ）が の であ が、

の を活 ることで  

・ 岡県の 府 の （ 大 ）が の により

 

 

 ２ 対応状況  

【 全 関 】 

 ・ 大 機 に 災害情報連絡 を （７月３日）  

・ 災害対策 を （７月７日15:30）し、 （第１

７月８日12:00 、第２ ７月14日13:00 ）及び （第１ ７月９日

８:00 、第２ ７月９日19:00 、第３ ７月10日10:30 、第４ ７月10日

18:30 、第５ ７月11日18:00 、第６ ７月12日18:00 、第７ ７月13日

18:45 ）を  

・ ７月13日に本 の ・ 等 の大 を広島県の 府現

連絡 に し、被災 に る災害 に関 る現 援 を

 

 

【災害 等関 】  

・ 災害 対策 から 方 所 リ ７ に る被害情報の

を指示（７月２日）  

・ 災害 対策 から全 方 所 ７ 及び 等に る被害情報の

を指示（７月３日）  

・ 災害 に関して の の 連絡を全都 府県に 出（７月６日）  

¾ 災害 の 等に る 助 の な活 について 

¾ 動時の対応、 の 及び災害 の分 の について 

¾ 災害 に る害 及び の対策について 

¾ 防 対策について 

¾ 被災し の 等について 

¾ 被災し の について 

¾ 被災し 家 リ 対 の について 

¾ 、 が し 災害 について 

¾ 被災し 動 の について 

・ ７月９日に 方 所 及びD.Waste-Netの 家を 岡県

 

・ ７月９日から 方 所 及びD.Waste-Netの 家を岡山県岡山

・ ・ ・  

・ ７月10日から本 ・ 方 所・ 方 所 及び

D.Waste-Netの 家を広島県広島 ・ ・ ・ 広島 ・ ・三 ・

・ ・三 ・府 ・ 島  

・ ７月10日から 方 所・関 方 所 及びD.Waste-Netの

家を愛媛県 和島 ・大 ・ ・ ・  
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・ ７月10日に 方 所 を京都府  

・ ７月11日に 部 方 所 を 県関 ・  

・ ７月11日から 方 所 及びD.Waste-Netの 家（日 ）を

岡県 ・  

・ （ ）全 都 及び関 を て、被災 の 等

の 援について  

・ ７月13日に 方 所 を兵庫県  

・ ７月15日から 方 所及びD.Waste-Netの 家を 県 ・大

月  

・ の に が ている については、 及び全 都

の 等により、 を ７月13日から大阪府大阪 及び岡

山県 が岡山県 に、 岡県 岡 が 岡県 に、７月14日から

岡県行 が 岡県 に、７月15日から 岡県大 が 岡県 に、大

分県大分 及び 本県 本 が愛媛県大 に  

・ ７月12日から岡山県 に いて防 と し、がれきの 等を行  

 

【動 愛 関 】 

・ 動 愛 行 を所 る全 の （121 （都 府県、 、

））に対して、 の と被害等があ の の連絡を要 （７月７

日22:00）  

¾ 動 愛 等関連 の被害状況 

¾ 動 （人に 害を る れのある な動 ）の の有  

¾ 避難所等が れ の 人と の災害対策 に

い 援等の有  

・（ ） 災害対策 に対して、 時情報を 有 るとと に、 、

と連 して対応してほしい 要 （７月９日9:00） 

¾ 岡山県にて 岡山県動 救 本部 が （７月９日21:00） 

¾ 広島県にて 広島県動 救 本部 が （７月10日11:00） 

・ 広島に の本 が広島 ３ 所の避難所の現 を行 とこ 、

を とし の は れなか （７月11日20:00）  

・ 岡山に し 本 と 方 所 が ２ 所、

２ 所の避難所避難所の現 を行 とこ 、 を とし の

は れなか （７月 12日 22:00）  

・ の 援要 、関連 の被害状況、 動 の情報、避難所での

を とし の の 報告は現在までのとこ なし（7月15

日19;00） 

 

 

【 関 】 

・ 22関 府県の 防対策 部 に対して、被災住 等の 対策について

連絡を 出（７月９日 16:24） 

・ 都 府県の 主 部（ ）に対して、 所 の 等に る

の取 いについて 連絡を 出（７月10日 17:52） 
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【 方 所関 】 

・ 方 所現 災害対策本部を （７月８日12:00） 

・ 方 所現 災害対策本部を （７月８日15:00） 

・ 方 所現 災害対策本部 を （第１ ７月９日9:30

、第２ ７月10日9:30 、第３ ７月11日9:30 、第４ ７月12日

9:30 、第５ ７月13日9:30 ）し、 、 所から被害状況の報告等

を  

・ 方 所現 災害対策本部 を （第１ ７月９日10:00 、

第２ ７月10日9:30 、第３ ７月11日9:30 、第４ ７月13日9:30

）し、 から被害状況の報告等を  

・  岡山県庁、広島県庁及び愛媛県庁 をリ として １名 （７月11日 

）  

 

【大 関 】 

 ・ 災害 の 等に る 防 対策の を る 、全 の都

府県に対して 連絡を 出（７月６日） 

 ・ の の の と、救 活動等を行 者 の

の活 の を る 、全 の大防 所 に対して 連絡を

出（７月10日） 

 上  
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平成 30 年 7月 16 日 

      庁 

 

 

平成 30 年７月豪雨に関 る対応等について（７月 15 日 18 00現在） 

 

１ 機関の被災状況（７月 13 日 9 00現在） 

 ・ 大雨による 等の 、６ 機関８ が 時  

・ 大雨による 等の 、 39 が 時  

・ 20 機関 59 箇所の が 不  

 

２ 庁の主な対応 

 上の 要 （７月６日 ） 

¾  災害救助 の を し ことを 、 の所 に いて、

日 との連名で 11 府県 の 機関等に対して、 平成 30 年７月豪雨にかか

る災害に対 る 上の について を 出  

 ６日:高知県、７日: 県、広島県、岡山県、京都府、兵庫県、愛媛県 

８日:岐阜県、12日：福岡県、島 県、13 日：山口県 

         

¾ 要 （ 部の ） 

【金 機関（ 行、信用金庫、信用 合等）】 

・ 金 、通 を した場合でも、災害被災者の被災状況等を まえた確認方 をもっ

て 金者であることを確認して しに応 ること。 

・ 出の のない場合には、 にて応 ること。 

・事 によっては、定 金、定 積金等の 前 し に応 ること。また、 金等

を 保とする にも応 ること。 

・今 の災害のため支 いができない ・小 について、不 への 及び 引

処分に対する を行うこと。また、 の 引 処分 は利用契約の 除

等についても同 に すること。 

・ の 資にかかる 予等の の 更等、災害を受けている の を

した 時 な 置を ること。 

・「自 災害による被災者の 務整理に関する イ ライン」の き、利用による 果等の

明を含め、同 イ ラインの利用に係る に に応 ること。 

・ した紙 や の引 えに応 ること。 
 

【生命保険会社、 害保険会社及び 保険業者】 

・生命保険金 は 害 保険金の支 い については、できる り に行う よう するこ

と。 

・生命保険料 は 害 保険料の 込 については、契約者の被災の状況に応 て 予 間の

長 を行う等 の 置を ること。 

１６ 



 

 庁 （ リ ）を （７月 13 日 ） 

被災者の方からの 機関 取 に対 る 、 を る 平成 30

年７月豪雨 庁 （ リ ）を  

  

 庁 に （７月 13 日 ） 

庁 に 平成 30年７月豪雨関連情報 を 、被災

者の方に に関 る情報を （ 、 日 口等の ） 

 

  被災 の 機関の対応状況の  

   被災 の 機関の対応状況（ の 対応、 日対応、被災者 の 援策、

取 の被害状況 等）について、 は を 、 時情報  

 

  行 を し、 の を （７月 13 日 ・ 行） 

 の となる緊急 の の延 等 

 人 主が の として りる の 計 等の 出不要  

 者の年 に き りる に 要な住 等の 出 の延  

 リ が に し の年 明 等の 出 の延  

 

 行 を し、 の を （７月 13日 ・ 行） 

 援 の現 について、本 10万 で 要となる本人 を 200     

万 は不要 

 被災者が口 を る 、本人 がな と 本人の 告の で         

  

  平成 30 年７月豪雨に関連 る有 報告 等の 出 の延  

   平成 30 年７月豪雨の により、 取 に 示 （有

報告 、 半 報告 、半 報告 ）について、 までに 出できない は、

（ ） の により 出 の延 を る  

 

３ 機関の主な対応 

  被災 の 機関に いて、 の 時の な取 い の

の 、 の豪雨対応の の 等の被災者 の 援策を して

いるほか、被災者の方からの 対応として、 日対応を 口等を  

 

  被災 の取 の方 を しての い 被害状況の  

 

   ・日本 害 に いて、 の （ ６ 月）、

要 の 部 による の な いを  

 

（  上） 
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